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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　継続してオートフォーカス（ＡＦ）動作を行う第１のＡＦモードに設定するモード設定
手段と、
　前記第１のＡＦモードに設定され、継続したＡＦを行っている場合に、ＡＦでフォーカ
スを合わせる対象の位置であるＡＦ位置を示す第１の表示アイテムをライブビュー上に表
示するように制御する表示制御手段と、
　前記第１のＡＦモードに設定され、継続したＡＦを行っている場合に、前記継続したＡ
Ｆを停止させ、ＡＦを行わずにフォーカス位置を固定したＡＦロック状態にする停止指示
を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段で前記停止指示を受け付けて前記ＡＦロック状態にしたことに応じて、前
記第１の表示アイテムに代えて、前記ＡＦ位置に対応する位置に合焦の度合いを示す第２
の表示アイテムを表示するように制御する制御手段と
を有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　マニュアルフォーカス（ＭＦ）モードにおいて前記第２の表示アイテムを表示するか否
かを設定する表示設定手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記表示設定手段で前記第２の表示アイテムを表示すると設定されて
いる場合は、前記受付手段で前記停止指示を受け付けて前記ＡＦロック状態にしたことに
応じて、前記第１の表示アイテムに代えて、前記ＡＦ位置に対応する位置に合焦度合いを
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示す前記第２の表示アイテムを表示するように制御し、前記表示設定手段で前記第２の表
示アイテムを表示しないと設定されている場合は、前記受付手段で前記停止指示を受け付
けて前記ＡＦロック状態にしたことに応じて、前記第２の表示アイテムを表示することな
く前記第１の表示アイテムの表示形態を変更するように制御することを特徴とする請求項
１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　撮影画像から特定の被写体領域を検出する検出手段を更に有し、
　前記検出手段で検出した前記特定の被写体領域に対してＡＦを行う動作モードである場
合には、前記ＡＦ位置は前記検出手段で検出された特定の被写体の位置であることを特徴
とする請求項１または２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記特定の被写体領域は人物の顔であることを特徴とする請求項３に記載の表示制御装
置。
【請求項５】
　前記検出手段で検出した前記特定の被写体領域に対してＡＦを行う動作モードである場
合とそうでない場合とで前記第１の表示アイテムの表示形態が異なり、前記検出手段で検
出した前記特定の被写体領域に対してＡＦを行う動作モードである場合には前記第１の表
示アイテムは前記検出手段で検出された被写体領域を表す表示形態であることを特徴とす
る請求項３または４に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記検出手段で検出した前記特定の被写体領域に対してＡＦを行う動作モードである場
合の前記第１の表示アイテムは顔枠であり、前記検出手段で検出した前記特定の被写体領
域に対してＡＦを行う動作モードでない場合の前記第１の表示アイテムはＡＦ枠であるこ
とを特徴とする請求項５に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記検出手段で検出した前記特定の被写体領域に対してＡＦを行う動作モードである場
合に、前記特定の被写体領域が複数検出された場合には、複数の前記特定の被写体領域の
うちＡＦの対象となる領域をユーザーの操作に応じて選択する選択手段とを更に有するこ
とを特徴とする請求項３乃至６のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、
　前記第１のＡＦモードに設定され、継続したＡＦを行っている場合に前記停止指示をす
る特定の操作が行われたことに応じて前記ＡＦロック状態に切り換え、
　前記第１のＡＦモードに設定され、前記ＡＦロック状態となっている場合に前記特定の
操作が行われたことに応じて前記ＡＦロック状態を解除して前記継続したＡＦを行うよう
に制御する
ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　継続してオートフォーカス（ＡＦ）動作を行う第１のＡＦモードに設定するモード設定
ステップと、
　前記第１のＡＦモードに設定され、継続したＡＦを行っている場合に、ＡＦでフォーカ
スを合わせる対象の位置であるＡＦ位置を示す第１の表示アイテムをライブビュー上に表
示するように制御する表示制御ステップと、
　前記第１のＡＦモードに設定され、継続したＡＦを行っている場合に、前記継続したＡ
Ｆを停止させ、ＡＦを行わずにフォーカス位置を固定したＡＦロック状態にする停止指示
を受け付ける受付ステップと、
　前記受付ステップで前記停止指示を受け付けて前記ＡＦロック状態にしたことに応じて
、前記第１の表示アイテムに代えて、前記ＡＦ位置に対応する位置に合焦の度合いを示す
第２の表示アイテムを表示するように制御する制御ステップと
を有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
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【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１乃至８のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段と
して機能させるためのプログラム。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１乃至８のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段と
して機能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御装置及びその制御方法に関し、特に、フォーカスに関する情報の表
示技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置におけるフォーカス調整の手法には、ＡＦ（オートフォーカス）とＭＦ（マニ
ュアルフォーカス）がある。ＡＦには、撮像面の特定の領域の情報に基づいて継続的にＡ
Ｆを行う方式（コンティニュアスＡＦ）や、ＡＦ動作指示操作を行った場合だけＡＦを行
う方式、顔を検出して行う方式などがある。これらは、メニュー等でどのような種類のＡ
Ｆを使用するかを選択することによって、機能の使い分けが行われているのが一般的であ
る。また、ＭＦにおけるフォーカス調整を行いやすくするために、フォーカス位置をガイ
ドする表示を行うものも知られている。
【０００３】
　特許文献１には、検出した顔の範囲で測距する顔ＡＦを行えるが提案されている。また
、ＡＦモード時においても、所定の操作部材の一度の操作によりＭＦモードへ簡便に変更
し、フォーカス位置の調整の状況（どの位置にフォーカス位置が移動しているか）を表示
するダイアログを表示してフォーカス位置の調整が行えることが提案されている。
【０００４】
　特許文献２には、マニュアルでフォーカスを合わせる際に合焦位置からのフォーカス位
置のずれに応じてオフセットさせたマーカーを回転対称の位置関係に配置して表示するこ
とが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－０３９２０６号公報
【特許文献２】特開２００７－２７９３３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＡＦモードにおいても、ＡＦの動作状態によっては合焦の度合いを示す表示を行うと有
用である場合があるが、上述の特許文献１、２には、そのような場合について十分な検討
がなされていなかった。すなわち、上述の特許文献１，２では、ＡＦモードにおけるＡＦ
の動作状態に応じた好適な合焦度合いのガイド表示を行うことができなかった。
【０００７】
　本発明は上記課題に鑑み、ＡＦの動作状態に応じて、より好適に合焦度合いのガイド表
示を行うことのできる表示制御装置、表示制御装置の制御方法、プログラム並びに記録媒
体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の表示制御装置は、上記課題に鑑み、
　継続してオートフォーカス（ＡＦ）動作を行う第１のＡＦモードに設定するモード設定
手段と、
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　前記第１のＡＦモードに設定され、継続したＡＦを行っている場合に、ＡＦでフォーカ
スを合わせる対象の位置であるＡＦ位置を示す第１の表示アイテムをライブビュー上に表
示するように制御する表示制御手段と、
　前記第１のＡＦモードに設定され、継続したＡＦを行っている場合に、前記継続したＡ
Ｆを停止させ、ＡＦを行わずにフォーカス位置を固定したＡＦロック状態にする停止指示
を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段で前記停止指示を受け付けて前記ＡＦロック状態にしたことに応じて、前
記第１の表示アイテムに代えて、前記ＡＦ位置に対応する位置に合焦の度合いを示す第２
の表示アイテムを表示するように制御する制御手段と
を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ＡＦの動作状態に応じて、より好適に合焦度合いのガイド表示を行う
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】デジタルカメラ１０の構成ブロック図
【図２】撮像素子１０２の受光面の説明図
【図３】撮影モード処理のフローチャート
【図４】画面種別決定処理のフローチャート
【図５】フォーカスアシスト表示処理のフローチャート
【図６】画面サイズ設定切替処理のフローチャート
【図７】拡大処理のフローチャート
【図８】フォーカスアシストの表示例
【図９】フォーカスアシスト表示中の画面表示例
【図１０】フォーカスアシストの他の表示例
【図１１】画面種別決定後の画面表示例
【図１２】最大サイズでの画面表示例とクロップモードでの画面表示例
【図１３】フォーカスアシスト機能の設定に応じた拡大処理前後の画面表示例
【図１４】Ｄｉｓｐレベルに応じた拡大処理前後の画面表示例
【図１５】拡大倍率毎の画面表示例１
【図１６】拡大倍率毎の画面表示例２
【図１７】拡大倍率毎の画面表示例３
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　＜ハードウェア構成＞
　図１に、本発明の表示制御装置の一例としてのデジタルカメラ１０のハードウェア構成
の一例を示す。
【００１２】
　筺体１００は、デジタルカメラ１０の構成要素の多くを内包する外装である。各種の操
作部や表示部１０７、外部出力部１２１は筺体１００の表面に露出している。
【００１３】
　交換レンズ１０１は、複数のレンズ群からなる撮影レンズであり、フォーカスレンズ、
ズームレンズ、シフトレンズを内部に備えるほか、絞りを含む。
【００１４】
　撮像素子１０２は、光電変換素子を有する画素が複数、二次元状に配列された構成を有
する。撮像素子１０２は、交換レンズ１０１により結像された被写体光学像を各画素で光
電変換し、さらにＡ／Ｄ変換回路によってアナログ・デジタル変換して、画素単位の画像
信号（ＲＡＷ画像データ）を出力する。本実施形態に用いる撮像素子１０２と、関連する
測距部１０８の詳細は、図２とともに後述する。
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【００１５】
　ＮＤフィルタ１０３はレンズに備えられた絞りとは別に入射光量を調整するためにデジ
タルカメラ１０に設けられたものである。
【００１６】
　画像処理部１１８は、撮像素子１０２に起因するレベル差を補正する。例えば、ＯＢ領
域（ｏｐｔｉｃａｌ　ｂｌａｃｋ領域）の画素を用いて、有効領域の画素のレベルを補正
するほか、欠陥画素に対して周囲画素を用いた補正を行う。また、周辺光量落ちに対する
補正、色補正、輪郭強調、ノイズ除去、ガンマ補正、ディベイヤー、圧縮などの各処理を
行う。画像処理部１１８は、撮像素子１０２から入力されたＲＡＷ画像データに対して上
記処理を行うと、その他の制御部へ補正した画像データを出力する。
【００１７】
　記録媒体Ｉ／Ｆ部１０４は、記録媒体１０５とデジタルカメラ１０とのインターフェー
スであり、記録媒体１０５に対して、画像処理部１１８から入力された画像データの記録
や記録した画像データの読み出しを制御する。
【００１８】
　記録媒体１０５は、撮影された映像あるいは画像データを記録するための半導体メモリ
等で構成される記録媒体であり、記録媒体Ｉ／Ｆ部１０４による制御に応じて画像データ
の記録や記録された画像データの読み出しを実行する。記録媒体１０５は、着脱可能なメ
モリーカード等である。なお、内蔵の記録媒体でもよい。
【００１９】
　ＧＰＵ１１５は、ビデオカメラの各種情報表示やメニュー画面をＶＲＡＭに描画するレ
ンダリングエンジンである。文字列や図形の描画機能のほか、拡大縮小描画機能や、回転
描画機能、レイヤ合成機能を備えている。ＶＲＡＭは透過度を表すアルファチャネルを備
えており、ＶＲＡＭに描画された表示物を表示用Ｉ／Ｆ部１０６によって撮像画像や再生
画像上にオンスクリーン表示することができる。
【００２０】
　表示用Ｉ／Ｆ部１０６は、画像処理部１１８からの映像データ（撮影画像、再生画像）
およびＧＰＵ１１５でＶＲＡＭに描画した表示物に対して、重畳合成およびリサイズ処理
を行い、表示部１０７へ出力する（表示する）。拡大表示モードになっているときは、表
示用Ｉ／Ｆ部１０６は映像データの部分領域に対して重畳合成およびリサイズ処理を行う
。その結果、拡大表示モードでは、通常時よりも拡大された映像が表示部１０７に表示さ
れるため、撮影者がマニュアルフォーカス（以下、ＭＦ）での焦点調整操作をより正確に
行いやすくなる。
【００２１】
　表示部１０７は、表示用Ｉ／Ｆ部１０６から出力された画像データを画角確認用に表示
する筐体１００の側から視認可能な外部モニタや、ファインダ内の表示部である。表示部
１０７は、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などで構成可能である。
【００２２】
　本体マイコン１１９は、デジタルカメラ１０の全体の動作を制御する制御部であり、マ
イクロコンピュータなどで構成される。本体マイコン１１９は、ＣＰＵ１１９ａ、ＲＯＭ
１１９ｂ、ＲＡＭ１１９ｃを備える。ＣＰＵ１１９ａは、ＲＯＭ１１９ｂに記憶されたプ
ログラムを、ＲＡＭ１１９ｃに展開して実行することにより、後述の各種フローチャート
の動作を実行する。
【００２３】
　以下に説明するゲイン制御部１０９、シャッター制御部１１０、ＮＤ制御部１１１およ
び絞り制御部１１２は、いずれも露出制御のためのブロックである。これらは、それぞれ
画像処理部１１８の出力した画像データの輝度レベルを本体マイコン１１９で算出した結
果に基づいて、あるいは撮影者がマニュアル設定した動作パラメータに基づいて、本体マ
イコン１１９によって制御される。ゲイン制御部１０９は、撮像素子１０２のゲインを制
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御する。
【００２４】
　シャッター制御部１１０は、撮像素子１０２のシャッタースピードを制御する。
【００２５】
　ＮＤ制御部１１１は、ＮＤフィルタ１０３を介して撮像素子１０２に入射する光量を制
御する。
【００２６】
　絞り制御部１１２は、交換レンズ１０１の絞りを制御する。
【００２７】
　フォーカス制御部１１３は、本体マイコン１１９で保持されるフォーカス駆動状態がＡ
Ｆ（オートフォーカス）かＭＦ（マニュアルフォーカス）かによって異なる動作を行う。
【００２８】
　ＡＦのときは、画像処理部１１８から出力された画像データを参照して本体マイコン１
１９でフォーカスの合焦情報を算出し、それをもとにフォーカス制御部１１３が交換レン
ズ１０１内部のフォーカスレンズを制御する。あるいは、撮像面位相差検出によって測距
部１０８から出力されたデフォーカス量を元にフォーカス制御部１１３が交換レンズ１０
１内部のフォーカスレンズを制御する。
【００２９】
　画像データの部分領域にＡＦ枠を設定し、ＡＦ枠内の被写体のみに基づいてフォーカス
情報を算出することもできる。ＡＦは、本体マイコン１１９の振る舞いによって、さらに
２つの動作モードを備えている。一つはワンショットＡＦモードであり、ワンショットＡ
Ｆキー１２９が押下されたときだけＡＦ制御を行い、合焦成功または合焦失敗が確定した
後はフォーカス制御部１１３の制御を停止するモードである。もう一つはコンティニュア
スＡＦモード（サーボＡＦ）であり、常にＡＦ制御を行うモードである。ただし、コンテ
ィニュアスＡＦモードであっても、ＡＦロックキー１３０の押下によってＡＦロック状態
になっているときは、フォーカス制御部１１３の制御を停止する。２つのモードの切り替
えはメニュー画面内の設定変更によって行う。
【００３０】
　ＭＦのときは、フォーカス制御部１１３はＡＦ制御を停止する。この場合、撮影者が交
換レンズ１０１に組み込まれたフォーカスリング１３４を回転させることによって、任意
のフォーカス調整を行うことができる。
【００３１】
　防振制御部１１４は、画像処理部１１８から出力された画像データを参照して本体マイ
コン１１９で被写体の動きベクトルを算出し、算出した動きベクトルをもとに手ブレを相
殺するように交換レンズ１０１内部のシフトレンズを制御する光学式防振処理を行う。あ
るいは、防振制御部１１４は手ブレによる像ブレを相殺する方向に動画の各フレームで画
像を切り出す電子式防振処理を行う。
【００３２】
　メモリＩ／Ｆ部１１６は、撮像素子１０２から出力された全画素分のＲＡＷ画像データ
をメモリ１１７に書き込み、また、メモリ１１７に保持されたＲＡＷ画像データを読み出
して画像処理部１１８に出力する。
【００３３】
　メモリ１１７は、数フレームの全画素分のＲＡＷ画像データを格納する揮発性の記憶媒
体である。
【００３４】
　画像処理部１１８は、メモリＩ／Ｆ部１１６から送られた全画素分のＲＡＷ画像データ
に対し、制御に必要な画像処理を行う。
【００３５】
　外部出力Ｉ／Ｆ部１２０は、画像処理部１１８からの映像データにリサイズ処理を行う
。また、外部出力部１２１の規格に適した信号変換および制御信号の付与を行い、外部出
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力部１２１へ出力する。
【００３６】
　外部出力部１２１は、映像データを外部出力する端子であり、例えばＳＤＩ（Ｓｅｒｉ
ａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）端子やＨＤＭＩ（登録商標）（Ｈｉｇｈ－
Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）端子である。外部
機器であるモニターディスプレイや、外部記録装置が接続可能である。
【００３７】
　外部操作用Ｉ／Ｆ部１２２は、外部操作部１２３による制御指示を受信し、本体マイコ
ン１１９へ通知するインターフェースである。例えば、赤外線リモコン受光部や、無線Ｌ
ＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）インターフェースや、ＬＡＮＣ（登録商
標）（Ｌｏｃａｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｂｕｓ　ｓｙｓｔｅｍ）
が相当する。
【００３８】
　外部操作部１２３は、外部操作用Ｉ／Ｆ部１２２に対して制御指示（制御コマンド）を
送信する。筺体１００や交換レンズ１０１に組み込まれた操作部１２４～１３５の各部の
操作に相当する指示（コマンド）を送信することができるほか、表示部１０７で表示する
メニュー画面における設定変更情報を送信することができる。
【００３９】
　メニューキー１２４～ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５は操作部であり、キー（ボタン）やダ
イヤル、タクトスイッチ、リング、タッチパネル等の部材からなる。いずれも撮影者の操
作を受けつけ、本体マイコン１１９に対して制御指示を通知する役割を担っている。メニ
ューキー１２４～ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰキー１３３は筺体１００に組みつけられている本
体側の操作部である。フォーカスリング１３４とＡＦ／ＭＦスイッチ１３５は、交換レン
ズ１０１に組みつけられているレンズ側の操作部である。これらの操作部の一部は、メニ
ュー画面内の設定によって、キーの役割を交換したり、別の機能にアサインしたりするこ
とも可能である。
【００４０】
　メニューキー１２４は、表示部１０７にメニュー画面を表示する指示、あるいはすでに
開いているメニュー画面を閉じる指示を行う。
【００４１】
　十字キー１２５およびダイヤル１２６は、どちらもメニュー画面内で項目を選択するた
めのカーソルを移動したり、フォーカスに関する枠表示を撮影者の望む方向へ移動したり
する指示を行う。十字キー１２５は、上キー、下キー、左キー、右キーよりなる方向キー
であり、それぞれ別体の操作部材であってもいいし、同一の操作部材として構成して押下
する位置に応じて上下左右の何れか指示が行えるように構成しても良い。ダイヤル１２６
は、時計回りの操作と反時計回りの操作が行える回転操作部材である。
【００４２】
　ＳＥＴキー１２７は、メニュー画面内でカーソルの当たっている項目を選択したり、各
種の設定操作を確定したりする指示を行う。
【００４３】
　キャンセルキー１２８は、メニュー画面で深い階層の選択を行っているときにひとつ前
の階層へ戻ったり、各種の設定操作を破棄したりする指示を行う。
【００４４】
　ワンショットＡＦキー１２９は、ＡＦモードがワンショットＡＦであるときに、フォー
カス制御部１１３によってＡＦを駆動する指示を行う。
【００４５】
　ＡＦロックキー１３０は、ＡＦモードがコンティニュアスＡＦであるときに、フォーカ
ス制御部１１３による制御を停止させる停止指示、制御停止状態を解除する解除指示を行
う。
【００４６】
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　拡大キー１３１は、表示部１０７に表示される映像を拡大したり元に戻したりする指示
を行う。
【００４７】
　ＤＩＳＰＬＡＹキー１３２は、本体マイコン１１９で保持されるＤｉｓｐレベルを変更
する指示を行う。選択されたＤｉｓｐレベルに基づいて、表示部１０７に表示される各種
情報表示が制限され、より詳細な情報を表示したり、映像をよりクリアに表示したりする
ことができる。
【００４８】
　ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰキー１３３は、記録媒体Ｉ／Ｆ部１０４による記録の開始と停止
の指示を行う。
【００４９】
　フォーカスリング１３４は、フォーカス駆動状態がＭＦであるときに、交換レンズ１０
１内のフォーカスレンズを移動し、フォーカス調整を行うことができる。
【００５０】
　ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５は、フォーカス駆動状態、すなわちＡＦとＭＦを相互に切り
替える指示を行う。
【００５１】
　＜撮像面位相差検出＞
　図２は、画像センサーとしての撮像素子１０２の受光面の一部を示している。
【００５２】
　撮像素子１０２は、撮像面位相差ＡＦを可能にするために、一つのマイクロレンズに対
して光電変換手段として受光部であるフォトダイオードを２つ保持している画素部をアレ
イ状に並べている。これにより、各画素部で、交換レンズ１０１の射出瞳を分割した光束
を受光することが可能になっている。
【００５３】
　図２（Ａ）は、参考として、赤（Ｒ）、青（Ｂ）、緑（Ｇｂ、Ｇｒ）のベイヤー配列例
の画像センサー表面の一部の模式図である。図２（Ｂ）は、図２（Ａ）のカラーフィルタ
ーの配列に対応させて、一つのマイクロレンズに対して光電変換手段としてのフォトダイ
オードを２つ保持している画素部例である。
【００５４】
　こうした構成を有する画像センサーは、各画素部から位相差検出用の２つの信号（以下
、Ａ像信号、Ｂ像信号ともいう。）を出力できるようになっている。また、２つのフォト
ダイオードの信号を加算した撮像の記録用の信号（Ａ像信号＋Ｂ像信号）も出力できるよ
うになっている。この加算した信号の場合には、図２（Ａ）で概略説明したベイヤー配列
例の画像センサーの出力と同等の信号が出力される。
【００５５】
　このような画像センサーとしての撮像素子１０２からの出力信号を使って、測距部１０
８が２つの像信号の相関演算を行い、デフォーカス量や各種信頼性などの情報を算出する
。デフォーカス量は、Ａ像信号、Ｂ像信号のズレに基づき、像面でのデフォーカス量を算
出する。デフォーカス量は正負の値を持っており、デフォーカス量が正の値であるか負の
値であるかによって、前ピンか後ピンかがわかる。また、デフォーカス量の絶対値によっ
て、合焦までの度合いが分かり、デフォーカス量が０であれば合焦である。すなわち、測
距部１０８は、測距位置（測距領域、焦点検出位置、焦点検出領域）について算出したデ
フォーカス量の正負を元に前ピンか後ピンかの情報をＣＰＵ１１９ａなどに出力する。ま
た、デフォーカス量の絶対値に基づいて、合焦の度合い（ピントのズレの度合い）である
合焦度合い情報をＣＰＵ１１９ａなどに出力する。前ピンか後ピンかの情報は、デフォー
カス量が所定値を超える場合に出力し、デフォーカス量の絶対値が所定値以内である場合
には、合焦であるという情報を出力する。なお、合焦度合い情報は、デフォーカス量を、
合焦させるまでにフォーカスリング１３４を回転させる操作量に換算した値として出力す
る。
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【００５６】
　なお、本実施形態は撮像用の信号及び位相差検出用の２つの信号の２つの計３つの信号
を撮像素子１０２から出力している。この点、このような方法に限定されない。例えば、
撮像用の信号と位相差ＡＦ用の像信号の２つの信号のうちの１つの計２つ信号を出力する
ようにしてもよい。この場合、出力後に位相差検出用の像信号の２つの信号のうちの他の
１つの信号は、撮像素子１０２からの２つの出力信号を利用して算出される。
【００５７】
　また、図２では、一つのマイクロレンズに対して光電変換手段としてのフォトダイオー
ドを２つ保持している画素部をアレイ状に並べている例を示した。この点、一つのマイク
ロレンズに対して光電変換手段としてのフォトダイオードを３つ以上保持している画素部
をアレイ状に並べているようにしてもよい。また、マイクロレンズに対して受光部の開口
位置が異なる画素部を複数有するようにしてもよい。つまり、結果としてＡ像信号とＢ像
信号といった位相差検出可能な位相差検出用の２つの信号が得られるようになっていれば
足りる。
【００５８】
　図３から図６は、デジタルカメラ１０が行う制御を示すフローチャートである。なお、
これらフローチャートの動作は、本体マイコン１１９（より詳細にはＣＰＵ１１９ａ）が
ＲＯＭ１１９ｂに記憶されたプログラムに基づいて、デジタルカメラ１０の各部を制御す
ることによって実現される。
【００５９】
　＜撮影モード処理＞
　図３（Ａ），図３（Ｂ）は、デジタルカメラ１０が撮影モードにあるときの全体的な動
作をしたフローチャートである。デジタルカメラ１０を起動して撮影モードに設定すると
、図３（Ａ）の処理を開始する。
【００６０】
　Ｓ３０１では、ＣＰＵ１１９ａは、表示部１０７に表示する画面種別を決定する。この
処理では、顔検出機能のＯＮ／ＯＦＦ，フォーカスの設定がＡＦであるかＭＦであるか、
ＡＦの結果合焦したか否か、フォーカスアシストの設定のＯＮ／ＯＦＦ、などの情報に基
づき、ＡＦ枠、顔枠、フォーカスアシスト枠の表示要否及び表示形態を決定する。この処
理の詳細は図４を用いて後述する。
【００６１】
　Ｓ３０２では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ３０１で決定した画面種別が、フォーカスアシス
ト表示可能な状態の画面であるか否かを判定する。より詳しくは、後述する図４の処理に
より、フォーカスアシスト表示：あり、となったか否かを判定する。フォーカスアシスト
表示可能な状態であればＳ３０３へ進み、そうでない場合はＳ３０５へ進む。
【００６２】
　Ｓ３０３では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｄｉｓｐレベルが情報非表示状態であるか否かを判
定する。Ｄｉｓｐレベルとは、撮影画像に重畳して表示する各種情報表示を、どの程度詳
細に表示するか、どの種別の情報を表示するかがそれぞれ異なる複数段階の情報表示レベ
ルのことである。Ｄｉｓｐレベルが情報非表示状態に設定されている場合には、撮像画像
に対してどの情報も表示されない。Ｄｉｓｐレベルの設定については、Ｓ３３６で後述す
る。Ｄｉｓｐレベルが情報非表示状態である場合にはＳ３０５へ進み、それ以外のＤｉｓ
ｐレベルあればＳ３０４へ進む。
【００６３】
　Ｓ３０４では、ＣＰＵ１１９ａは、フォーカスアシスト表示処理を行う。この処理は、
撮影画像のうち特定の箇所（測距位置、焦点検出位置）の被写体について、測距部１０８
から取得した情報に基づいて、合焦度合いと、合焦させるまでの操作方向を示す表示アイ
テムであるフォーカスアシストを表示する処理である。この処理の詳細は図５を用いて後
述する。
【００６４】
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　Ｓ３０５では、ＣＰＵ１１９ａは、フォーカスアシスト表示を行わずに、ライブビュー
画像を表示部１０７に表示する。ライブビュー画像とは、撮像素子１０２で撮像され、画
像処理部１１８でライブビュー用の画像処理を施された撮像画像であり、所定のフレーム
レートで逐次更新される画像のことである。
【００６５】
　Ｓ３０６では、ＣＰＵ１１９ａは、ダイヤル１２６が操作されたか否かを判定する（移
動指示受付）。ダイヤル１２６が操作された場合はＳ３０７へ進み、そうでない場合はＳ
３０８へ進む。
【００６６】
　Ｓ３０７は、ダイヤル１２６の操作に基づいて、測距位置（測距領域、焦点検出位置、
焦点検出領域）をジャンプ（複数の特定箇所の何れかに移動）する。例えば、映像を縦横
に黄金比（およそ５：８）に分割した交点４箇所のうち、直前の測距位置に最も近い交点
からダイヤル１２６の回転方向に応じた次の交点の位置へジャンプ（測距位置を変更）す
る。移動した測距位置で、ＲＡＭ１１９ｃに保持された測距位置を更新する。測距位置が
移動すると、フォーカスアシストの表示位置も測距位置に連動して移動する。一般に、映
像中において主要な被写体を黄金比の交点に配置すると構図が安定するとされている。そ
のため、黄金比を意識した撮影を行っている場合には、上述の交点４箇所のいずれかに、
焦点調節を行うべき被写体を配置している可能性が高い。このように、ダイヤル１２６の
操作に応じて測距位置を黄金比の交点に順次ジャンプするようにすれば、黄金比の交点に
配置した焦点調節を行いたい被写体の位置に素早く測距位置を変更することができる。な
お、Ｓ３０６、Ｓ３０７の処理は、黄金比の補助線（グリッドライン）を表示している動
作モードの場合にのみ行い、そうでない場合には黄金比を意識した撮影とは限らないので
ダイヤル１２６を操作しても測距位置をジャンプしない構成としても良い。また、黄金比
の交点に限らず、３分割線の交点や、画面中央などにジャンプするようにしても良い。さ
らに、表示しているグリッドラインの種別に応じて異なる位置にジャンプするようにして
も良い。例えば、黄金比のグリッドラインを表示している場合にはダイヤル１２６の操作
に応じて上述のように黄金比の交点に順次測距位置を移動させる。一方、３分割のグリッ
ドラインを表示している場合にはダイヤル１２６の操作に応じて３分割線の交点に順次測
距位置を移動させる。
【００６７】
　Ｓ３０８では、ＣＰＵ１１９ａは、十字キー１２５が操作されたか否かを判定する（移
動指示受付）。十字キー１２５が操作された場合にはＳ３０９へ進み、そうでない場合は
Ｓ３１０へ進む。
【００６８】
　Ｓ３０９は、ＣＰＵ１１９ａは、十字キー１２５のうち操作されたキーに対応する方向
（上下左右の何れかの方向）へ測距位置を一定量移動する。移動した測距位置で、ＲＡＭ
１１９ｃに保持された測距位置を更新する。測距位置を移動すると、フォーカスアシスト
表示の位置も連動して移動させる。十字キー１２５が操作され続けた場合（所定時間以上
継続して押下された場合）は長さに応じて測距位置の移動速度を加速するようにしてもよ
い。このようにすると、移動前の測距位置から離れた位置の被写体に対しても素早く測距
位置を移動することができる。ダイヤル１２６の操作に応じた測距位置の移動が、複数の
予め定まった位置の何れかに測距位置をジャンプさせる移動であるのに対し、十字キー１
２５の操作に応じた測距位置の移動は、ユーザー画面上の任意の位置に測距位置を移動さ
せる操作である。また、画像処理部１１８で顔検出制御が行われていれば、十字キー１２
５の操作方向に存在する、検出された顔の位置へ測距位置を移動するようにしてもよい。
このようにすれば、離れた顔に対しても即座に測距位置を当てることができる。
【００６９】
　なお、Ｓ３０６～Ｓ３０９で説明したようにユーザーの操作に応じて測距位置を移動で
きるのは、Ｓ３１４で後述する顔検出機能がＯＦＦとなっている場合に限るものとする。
顔検出機能がＯＮとなっている場合には、検出された顔のうち、主顔と判定されている顔
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の位置に測距位置を連動させる。そのため、顔検出機能がＯＮとなっている場合はユーザ
ーによるダイヤル１２６の操作や十字キー１２５の操作が行われても測距位置を移動しな
い。
【００７０】
　Ｓ３１０では、ＣＰＵ１１９ａは、メニューキー１２４が押下されたか否かを判定する
。メニューキー１２４が押下された場合はＳ３１１へ進み、そうでない場合は図３（Ｂ）
のＳ３２４へ進む。
【００７１】
　Ｓ３１１は、ＣＰＵ１１９ａは、表示部１０７に、デジタルカメラ１０に関する設定項
目（メニュー項目）を一覧したメニュー画面を表示する。メニュー画面内では、十字キー
１２５またはダイヤル１２６によってメニュー項目の何れかを選択し、ＳＥＴキー１２７
で選択や確定の操作を行うことによって、デジタルカメラ１０の各種機能の設定を変更す
ることができる。
【００７２】
　Ｓ３１２は、ＣＰＵ１１９ａは、フォーカスアシスト機能のＯＮ／ＯＦＦ設定を切り替
えるメニュー項目が選択され、その項目からフォーカスアシスト機能のＯＮ／ＯＦＦの切
替操作が行われたか否かを判定する。フォーカスアシスト機能のＯＮ／ＯＦＦの切替操作
が行われた場合はＳ３１３へ進み、そうでない場合はＳ３１４へ進む。
【００７３】
　Ｓ３１３では、ＣＰＵ１１９ａは、フォーカスアシスト機能のＯＮ／ＯＦＦ設定（アシ
スト表示の表示設定）を変更する。フォーカスアシスト機能がＯＮに設定された場合は、
ＯＮに設定されていることを示す情報をＲＯＭ１１９ｂに記録する。フォーカスアシスト
機能がＯＦＦに設定された場合は、ＯＦＦに設定されていることを示す情報をＲＯＭ１１
９ｂに記録する。このようにメニューの設定項目からフォーカスアシスト機能をＯＦＦに
した場合は、いずれの場合でもフォーカスアシスト表示を行わない。一方、メニューの設
定項目からフォーカスアシスト機能をＯＮにした場合には、常にフォーカスアシストが表
示されるわけではなく、ＡＦ設定かＭＦ設定かといった条件や、Ｄｉｓｐレベルなどの各
種条件に基づき、状況によってフォーカスアシスト表示を行う。
【００７４】
　Ｓ３１４では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出機能のＯＮ／ＯＦＦ設定を切り替えるメニュ
ー項目が選択され、その項目から顔検出機能のＯＮ／ＯＦＦの切替操作が行われたか否か
を判定する。切替操作が行われた場合はＳ３１５に進み、そうでない場合はＳ３１６へ進
む。
【００７５】
　Ｓ３１５では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出機能のＯＮ／ＯＦＦ設定の切替操作に基づき
、顔検出機能をＯＮまたはＯＦＦに設定し、設定された状態を示す情報をＲＯＭ１１９ｂ
に記録する。顔検出機能がＯＮになった場合は、撮像されているライブビュー画像（撮影
画像）から人物の顔（特定の被写体）の領域を検出する。検出された顔の領域には顔枠を
付して表示する。また、ＡＦに設定されている場合には、検出された複数の顔のうち、サ
イズが大きい、画面中央に近い、登録されている特定個人であると個人認識された等の条
件に基づいてもっとも主要な顔と判定された顔（主顔）にＡＦ（顔ＡＦ）する。顔検出機
能がＯＮに設定され、顔が検出出来た場合には、測距位置を、主顔の位置で上書きする。
すなわち、後述するフォーカスアシストを行う位置を、検出された主顔の位置に連動させ
る。
【００７６】
　Ｓ３１６は、ＡＦモード設定を変更するメニュー項目が選択され、ＡＦモードの変更操
作が行われたか否かを判定する。本実施形態においては、ＡＦモードとしてワンショット
ＡＦとコンティニュアスＡＦの２つがあるものとする。ワンショットＡＦは、ユーザーが
ワンショットＡＦキー１２９を１回押下したことに応じて１回のＡＦを行い、それ以外の
場合はフォーカス位置を動かさない動作モードである。ワンショットＡＦキー１２９の押
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下の度にＡＦを行う。一方コンティニュアスＡＦは、所定の被写体に対して合焦するよう
に継続してＡＦを行い続ける動作モードである、ユーザーが操作を行わなくとも、合焦さ
せるべき被写体が動いた場合やデジタルカメラ１０が移動した場合にはフォーカス位置が
随時調整される。なお、本実施形態ではＡＦモードとしてこの２種類を例に挙げるが、こ
れに限るものではなく、他のＡＦモードを選択可能であっても良い。ＡＦモードの変更操
作が行われた場合にはＳ３１７へ進み、そうでない場合はＳ３２０へ進む。
【００７７】
　Ｓ３１７では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦモードの変更操作に応じて、ユーザーに選択さ
れたＡＦモード（本実施形態ではワンショットＡＦとコンティニュアスＡＦの何れか）に
設定する。そして、設定されたＡＦモードを示す情報を、ＲＯＭ１１９ｂに記録する。
【００７８】
　Ｓ３１８では、ＣＰＵ１１９ａは、画像サイズ設定のメニュー項目が選択され、画像サ
イズ設定の変更操作が行われたか否かを判定する。画像サイズ設定の変更が行われた場合
はＳ３１９へ進み、そうでない場合はＳ３２０へ進む。
【００７９】
　Ｓ３１９は、ＣＰＵ１１９ａは、ユーザーの操作に応じて画像サイズ設定を変更する。
変更された画像サイズ設定の設定値を示す情報を、ＲＯＭ１１９ｂに記録する。撮影・記
録が行われた場合、ここで設定された画像サイズで記録される。なお、この処理の詳細は
図６を用いて後述する。
【００８０】
　Ｓ３２０は、ＣＰＵ１１９ａは、メニュー画面において、上述のＳ３１２～Ｓ３１９で
説明した設定項目以外の設定項目に関して、設定変更操作が行われたか否かを判定する。
設定変更操作があった場合はＳ３２１へ進み、そうでない場合はＳ３２２へ進む。Ｓ３２
１では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ３２０で行われた操作に応じて設定を変更する。
【００８１】
　Ｓ３２２では、ＣＰＵ１１９ａは、メニュー画面を閉じる操作が行われたか否かを判定
する。メニュー画面を閉じる操作とは、メニューキー１２４が押下されるか、メニューの
初期画面でキャンセルキー１２８を押下するか、もしくはメニュー終了の項目を選択した
状態でＳＥＴキー１２７を押下するかのいずれかの操作である。メニュー画面を閉じる操
作が行われた場合はＳ３２３に進み、そうでない場合はＳ３１２に戻って処理を繰り返す
。
【００８２】
　Ｓ３２３では、ＣＰＵ１１９ａは、メニュー画面表示を終了し、ライブビュー画面を再
表示し、図３（Ｂ）のＳ３２４に進む。
【００８３】
　図３（Ｂ）のＳ３２４では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５によってＡ
ＦとＭＦの切替操作が行われたか否かを判定する。ＡＦとＭＦの切替が行われた場合はＳ
３２５に進み、そうでない場合はＳ３２６へ進む。
【００８４】
　Ｓ３２５では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５の操作に応じてＡＦとＭ
Ｆを切り替える。ＡＦに切り替えられた場合には、ＡＦに切り替えられた旨を示す情報を
ＲＯＭ１１９ｂに記録し、ＡＦ設定での動作を開始する。ＡＦ設定に切り替えられた場合
は、前述のワンショットＡＦモードとコンティニュアスＡＦモードとのうち、現在のＡＦ
モードが示すモードの動作を行う。
【００８５】
　Ｓ３２６では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５でＡＦに設定されており
、かつ、ＡＦモードがワンショットＡＦモードであるか否かを判定する。真であればＳ３
２７へ、そうでない場合はＳ３２９へ進む。
【００８６】
　Ｓ３２７は、ＣＰＵ１１９ａは、ワンショットＡＦキー１２９が押下されたか否かを判
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定する（ＡＦ実行指示の受付）。ワンショットＡＦキー１２９が押下された場合はＳ３２
８へ進み、そうでない場合はＳ３２９へ進む。
【００８７】
　Ｓ３２８では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ枠に対応する測距位置の被写体が合焦するよう
に、フォーカス制御部１１３を制御してＡＦを行う。
【００８８】
　Ｓ３２９では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５でＡＦに設定されており
、かつ、ＡＦモードがコンティニュアスＡＦモードであるか否かを判定する。真であれば
Ｓ３３０へ進み、そうでない場合はＳ３３５へ進む。
【００８９】
　Ｓ３３０では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦロックキー１３０の押下によってＡＦロック状
態にあるか否かを判定する。ＡＦロック状態であればＳ３３１へ進み、そうでない場合は
Ｓ３３２へ進む。ＡＦロック状態では、コンティニュアスＡＦを行う動作モード中に、一
時的にＡＦを行わずにフォーカス位置を固定している状態である。
【００９０】
　Ｓ３３１では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦロックキー１３０が押下されたか否かを判定す
る（停止指示または解除指示の受付）。ＡＦロックキー１３０が押下された場合はＳ３３
２へ進み、そうでない場合はＳ３３５へ進む。
【００９１】
　Ｓ３３２では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦロック状態を解除し、コンティニュアスＡＦを
行い、ＡＦ枠に対応する被写体が合焦するようフォーカス制御部１１３を継続して制御す
る。
【００９２】
　Ｓ３３３では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦロックキー１３０が押下されたか否かを判定す
る。ＡＦロックキー１３０が押下された場合はＳ３３４へ進み、そうでない場合はＳ３３
５へ進む。
【００９３】
　Ｓ３３４では、ＣＰＵ１１９ａは、コンティニュアスＡＦを停止し、ＡＦをロックする
（ＡＦロック状態にする）。すなわちフォーカス制御部１１３によるＡＦ制御を停止する
。これによってＡＦによるフォーカス位置の変更は停止されるが、フォーカスリング１３
４の操作によるマニュアルフォーカスは可能である。
【００９４】
　Ｓ３３５では、ＣＰＵ１１９ａは、ＤＩＳＰＬＡＹキー１３２が押下されたか否かを判
定する。ＤＩＳＰＬＡＹキー１３２が押下された場合はＳ３３６へ進み、そうでない場合
はＳ３３７へ進む。
【００９５】
　Ｓ３３６では、ＣＰＵ１１９ａは、ＤＩＳＰＬＡＹキー１３２の押下に応じてＤｉｓｐ
レベルを切り替える。変更されたＤｉｓｐレベルをＲＯＭ１１９ｂに記録し、変更された
Ｄｉｓｐレベルに応じた情報表示を行う。
【００９６】
　Ｓ３３７では、ＣＰＵ１１９ａは、拡大キー１３１が押下されたか否かを判定する。拡
大キー１３１が押下された場合はＳ３３８へ進み、そうでない場合はＳ３３９へ進む。
【００９７】
　Ｓ３３８では、ＣＰＵ１１９ａは、拡大処理を行う。この処理の詳細は図７を用いて後
述する。
【００９８】
　Ｓ３３９では、ＣＰＵ１１９ａは、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰキー１３３が押下されたか否
かを判定する。ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰキー１３３が押下された場合はＳ３４０へ進み、そ
うでない場合はＳ３４３へ進む。
【００９９】
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　Ｓ３４０では、ＣＰＵ１１９ａは、動画の記録動作中（撮影記録中）であるか否かを判
定する。記録動作中あればＳ３４２へ進み、そうでない場合（撮影待機中である場合）は
Ｓ３４１へ進む。
【０１００】
　Ｓ３４１では、ＣＰＵ１１９ａは、動画記録を開始する。すなわち、撮像素子１０２で
撮像され、画像処理部１１８で記録用に処理された動画を、所定のファイルフォーマット
に従って記録媒体１０５に動画ファイルとして記録していく。
【０１０１】
　Ｓ３４２では、ＣＰＵ１１９ａは、動画記録を停止する。動画記録を停止すると、記録
していた動画ファイルに対して属性付与を行ったり、ファイルをクローズするなどの動画
終了処理を行う。
【０１０２】
　Ｓ３４３では、ＣＰＵ１１９ａは、上記のステップで挙げたイベント以外のイベントが
発生したか否かを判定する。その他のイベントがあった場合はＳ３４４へ進み、そうでな
い場合はＳ３４５へ進む。Ｓ３４４では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ３４３で発生したイベン
トに対応する処理を行う。
【０１０３】
　Ｓ３４５では、ＣＰＵ１１９ａは、撮影モード処理を終了するイベントがあったか否か
を判定する。終了イベントがあった場合は撮影モードを終了し、そうでない場合は、Ｓ３
０１に戻って処理を繰り返す。終了イベントには、例えば、デジタルカメラ１０の電源を
オフにする操作、電源電圧低下による電源オフ、撮影待機状態で所定時間無操作だったこ
とに応じたオートパワーオフ、再生モードや通信モードなど撮影モード以外の動作モード
に移行する操作などがある。
【０１０４】
　なお、ユーザーの操作に応じて測距位置を移動できるのは、Ｓ３１４で設定される顔検
出機能がＯＦＦとなっている場合に限るものとしたが、顔検出機能がＯＮとなっている場
合にもユーザーの操作に応じて測距位置を移動できるようにしてもよい。この場合、Ｓ３
０６～Ｓ３０９で説明したような測距位置を移動させるユーザー操作が行われる前は、測
距位置は検出された主顔の位置に連動させる。そして、測距位置を移動させるユーザー操
作が行われた場合は、測距位置を主顔の位置と連動することなく、ユーザーの操作に応じ
て移動させる。ユーザー操作に応じて移動させた後は、測距位置は主顔の位置とは連動し
ない。その後、測距位置と主顔の位置を連動させる状態に復帰させる復帰操作（リセット
操作）が行われると、再び測距位置が主顔の位置となり、その後は測距位置を主顔の位置
に連動させる。リセット操作としては、例えばキャンセルキー１２８を押下するなどが考
えられる。この場合、後述するＳ３１２でフォーカスアシスト機能をＯＮにしており、フ
ォーカスアシストを表示していた場合には、測距位置と主顔の位置が連動している場合に
は主顔を示す顔枠は表示しない。測距位置を移動させるユーザー操作が行われた場合は、
測距位置を主顔の位置と連動することなく、ユーザーの操作に応じて移動させ、フォーカ
スアシストの位置も合わせて移動する。それとともに、主顔の位置に主顔を示す顔枠を新
たに表示させる。その後復帰操作によって測距位置を主顔の位置に再度連動させると、主
顔を示す顔枠を非表示とする。
【０１０５】
　＜画像種別決定処理＞
　図３（Ａ）のＳ３０１で説明した画面種別決定処理の詳細について説明する。まず各種
画面種別について説明する。図１１（Ａ）～（Ｇ）に、各種表示状態（各種画面種別）の
表示部１０７への表示例を示す。なお、図１１（Ａ）～（Ｇ）では省略しているが、Ｄｉ
ｓｐレベルが情報非表示以外の場合には、フォーカスアシスト、ＡＦ枠（ＡＦ領域）、顔
枠以外の、Ｄｉｓｐレベルに応じた情報がライブビューに重畳して表示される。顔枠以外
の、Ｄｉｓｐレベルに応じた情報には、グリッドライン、電池残量、残り撮影可能時間等
などがある。なお、以下では、Ｓ３１４、Ｓ３１５で説明した顔検出機能がＯＮに設定さ
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れている場合を単に顔検出ＯＮ、ＯＦＦに設定されている場合を単に顔検出ＯＦＦと称す
る。
【０１０６】
　図１１（Ａ）は、顔検出ＯＦＦかつＭＦ設定かつフォーカスアシスト機能の設定ＯＦＦ
の場合、及び、顔検出ＯＦＦかつＡＦ設定かつワンショットＡＦモードかつフォーカスア
シスト機能の設定ＯＦＦの場合の表示例である。このとき、表示部１０７にはライブビュ
ーが表示され、フォーカスアシスト、ＡＦ枠、顔枠は表示されない。
【０１０７】
　図１１（Ｂ）は、顔検出ＯＦＦかつフォーカスアシスト機能の設定ＯＮという条件に加
え、ＭＦ設定であるか、ワンショットＡＦモードにおけるＡＦ動作前か、コンティニュア
スＡＦモードにおけるＡＦロック状態である場合の表示例である。表示部１０７には、ラ
イブビュー画像に重畳して、フォーカスアシスト１１０１が表示されている。フォーカス
アシスト１１０１は、フォーカスアシスト１１０１が表示されている位置（測距位置、焦
点検出位置）の被写体について合焦しているか否か、前ピンか後ピンか、合焦度合い（ピ
ントのズレの度合い）を示す表示アイテムである。ユーザーはＭＦの操作を行う際に、フ
ォーカスアシスト１１０１を参考にして調整操作を行うことができる。フォーカスアシス
ト１１０１の詳細については図８を用いて後述する。
【０１０８】
　図１１（Ｃ）は、顔検出ＯＦＦかつワンショットＡＦモードまたはコンティニュアスＡ
ＦモードでＡＦ動作を行っている最中、あるいは顔検出ＯＦＦかつワンショットＡＦモー
ドでＡＦ動作を行った後の表示部１０７における表示例である。ＡＦ制御（ＡＦ動作）の
対象となる被写体領域（測距位置、ＡＦ位置、焦点検出位置）とＡＦの制御状態を、ＡＦ
枠１１０２を表示することで示している。ＡＦ枠１１０２の位置が、ＡＦ動作の対象とな
る被写体領域（測距位置、ＡＦ位置）を示している。ＡＦ枠１１０２の色は、ＡＦの動作
状態を示しており、コンティニュアスＡＦの実行中（連続してＡＦが動作している状態）
とワンショットＡＦの実行開始から合焦するまでの間は白色で表示され、ワンショットＡ
Ｆの実行により合焦した場合には緑色で表示される。
【０１０９】
　図１１（Ｄ）は、ＡＦ／ＭＦ設定がＡＦに設定されていて、コンティニュアスＡＦモー
ドでＡＦロック状態となった場合に、フォーカスアシスト機能の設定がＯＦＦである場合
の表示例である。ライブビュー画像に重畳してＡＦ枠１１０３が灰色で表示され、ＡＦ動
作が行われていないことを示している。
【０１１０】
　図１１（Ｅ）は、顔検出ＯＮかつワンショットＡＦモードまたはコンティニュアスＡＦ
モードにおいてＡＦ動作を行っている最中か、ＡＦ動作を行った後の表示例である。ライ
ブビューに対して顔枠１１０４、１１０５、１１０６が重畳して表示されている。顔枠１
１０４～１１０６は、撮像画像から検出された顔の位置に表示される。顔枠１１０６は、
検出された顔のうち、顔ＡＦの対象となる顔（主顔）を示す枠であり、顔枠１１０４と１
１０５は主顔以外の顔（副顔）を示す枠である。主顔の顔枠１１０６と副顔の顔枠１１０
４、１１０５とは表示形態が異なりなり、顔枠１１０６が主顔を示す顔枠であることが識
別できるようになっている。例えば色や、１重線か２重線かなどで表示形態を異ならせて
おり、図示の例では、枠の左右の三角形にて主顔の枠であることを表している。枠の左右
の三角形は、左右キーの押下によって（すなわちユーザーの操作に応じて）、主顔を他の
顔に変更できることを示している。つまり、本実施形態では、検出された複数の顔のうち
、顔ＡＦの対象となる主顔をユーザーが指定することも可能である（複数検出された特定
の被写体領域のうち、ＡＦ対象となる領域を選択可能）。ＡＦの動作状況を表すため、Ａ
Ｆの対象になっていない副顔の顔枠１１０４、１１０５は灰色で表示される。主顔を示す
顔枠１１０６は、ワンショットＡＦまたはコンティニュアスＡＦでのＡＦ実行中には白色
で表示され。ワンショットＡＦによる顔ＡＦで合焦した場合には緑色で表示される。
【０１１１】
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　図１１（Ｆ）は、顔検出ＯＮかつフォーカスアシスト機能の設定がＯＦＦという条件に
加え、ＭＦ設定であるか、ワンショットＡＦモードでＡＦを実行する前か、コンティニュ
アスＡＦモードでＡＦロック状態である場合の表示例である。顔枠１１０４、１１０５は
副顔を示す顔枠であり、顔枠１１０７は主顔を示す顔枠である。ただしこの場合、顔枠１
１０７に対してＡＦの動作は行われていない。この場合、主顔を示す顔枠１１０７も副顔
を示す顔枠１１０４、１１０５も、ＡＦ動作をしていないことを表すために灰色で表示さ
れる。ただし、顔枠１１０７は主顔であることがわかる表示形態になっている（顔枠１１
０７の左右の三角形が主顔の顔枠であることを示している）。
【０１１２】
　図１１（Ｇ）は、顔検出がＯＮかつフォーカスアシスト機能の設定がＯＮと言う条件に
加え、ＭＦ設定であるか、ワンショットＡＦモードでＡＦを実行する前か、コンティニュ
アスＡＦモードでＡＦロック状態である場合の表示例である。この場合、主顔の位置には
、図１１（Ｅ）、（Ｆ）のような顔枠ではなく、フォーカスアシスト１１０１が表示され
る。ＡＦの動作状況を表すため、副顔１１０４は灰色で表示し、フォーカスアシスト１１
０１は白色で表示される。すなわち、フォーカスアシスト１１０１の位置である測距位置
は、検出されている主顔の位置に連動する。フォーカスアシスト１１０１の表示位置もラ
イブビュー上の主顔の位置に連動する。
【０１１３】
　次に、図３のＳ３０１で説明した画面種別決定処理の詳細フローついて説明する。図４
に、図３のＳ３０１で説明した画面種別決定処理のフローチャートを示す。
【０１１４】
　Ｓ４０１では、ＣＰＵ１１９ａは、ＲＯＭ１１９ｂに記憶された設定情報を参照し、顔
検出機能がＯＮに設定されているか否かを判定する。前述のＳ３１５で顔検出機能がＯＮ
に設定されていた場合はここでＯＮであると判定する。ＯＮに設定されている場合はＳ４
１３に進み、そうでない場合はＳ４０２に進む。
【０１１５】
　Ｓ４０２では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５によってＡＦに設定され
ているか否かを判定する。ＡＦに設定されている場合にはＳ４０６に進み、そうでない場
合（すなわちＭＦに設定されている場合）はＳ４０３に進む。
【０１１６】
　Ｓ４０３では、ＣＰＵ１１９ａは、ＲＯＭ１１９ｂに記憶された設定情報を参照し、フ
ォーカスアシスト機能の設定がＯＮになっているか否かを判定する。前述のＳ３１３でフ
ォーカスアシスト機能の設定がＯＮに設定されていた場合はここでＯＮであると判定され
る。フォーカスアシストの機能の設定がＯＮに設定されている場合はＳ４０４に進み、そ
うでない場合はＳ４０５に進む。
【０１１７】
　Ｓ４０４では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出ＯＦＦ、ＭＦ設定、フォーカスアシストがＯ
Ｎの場合の表示種別と決定する。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：なし、フォーカ
スアシスト表示：あり、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この
結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ｂ）のような画面が表示される。
【０１１８】
　Ｓ４０５では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出ＯＦＦ、ＭＦ設定、フォーカスアシストがＯ
ＦＦの場合の表示種別と決定する。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：なし、フォー
カスアシスト表示：なし、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。こ
の結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ａ）のような画面が表示される。
【０１１９】
　Ｓ４０６では、ＣＰＵ１１９ａは、ＲＯＭ１１９ｂに記憶された設定情報を参照し、Ａ
ＦモードがワンショットＡＦモードに設定されているか否かを判定する。前述したＳ３１
７でワンショットＡＦモードに設定されていた場合にはここでワンショットＡＦに設定さ
れていると判定される。ワンショットＡＦに設定されている場合にはＳ４０７に進み、そ
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うでない場合（すなわち、ＡＦモードがコンティニュアスＡＦに設定されている場合）は
Ｓ４１５に進む。
【０１２０】
　Ｓ４０７では、ＣＰＵ１１９ａは、ワンショットＡＦによるＡＦ動作を実行したか否か
を判定する。すなわち、ワンショットＡＦモードにおいてワンショットＡＦキー１２９が
押下された後であるか否かの判定である。ワンショットＡＦの実行後であると判定した場
合はＳ４０８に進み、そうでない場合（ワンショットＡＦキー１２９が押下される前）は
Ｓ４１１に進む。
【０１２１】
　Ｓ４０８では、ＣＰＵ１１９ａは、ワンショットＡＦによってＡＦ対象に合焦したか否
か（合焦成功したか否か）を判定する。合焦していればＳ４０９に進み、そうでない場合
（ワンショットＡＦの動作を開始したが、まだ合焦に至っていない場合）はＳ４１０に進
む。
【０１２２】
　Ｓ４０９では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出ＯＦＦで、ワンショットＡＦモード、合焦成
功している状態での表示種別と決定する。そして、ＡＦ枠表示：緑（合焦を示す）、顔枠
表示：なし、フォーカスアシスト表示：なし、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１
９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ｃ）のような画面が表示
される。なお、ＡＦ枠は緑で表示されるものとする。
【０１２３】
　Ｓ４１０では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＦＦ、ワンショットＡＦモード、未合焦
状態（ＡＦ動作途中）での表示種別と決定する。そして、ＡＦ枠表示：白（ＡＦ動作中で
あることを示す）、顔枠表示：なし、フォーカスアシスト表示：なし、に設定する。設定
された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述の図１１（
Ｃ）のような画面が表示される。ただし、ＡＦ枠は白で表示されるものとする。
【０１２４】
　Ｓ４１１では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４０３と同様に、フォーカスアシスト機能の設定
がＯＮになっているか否かを判定する。フォーカスアシストの機能の設定がＯＮに設定さ
れている場合はＳ４１４に進み、そうでない場合はＳ４１２に進む。
【０１２５】
　Ｓ４１２では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ枠の移動操作が行われたか否かを判定する。Ａ
Ｆ枠は例えば十字キー１２５の押下に応じて、押下された方向キーに対応する方向に移動
させることができる。ＡＦ枠の移動操作があったと判定された場合は、移動操作に応じて
ＡＦ枠の位置を移動した上でＳ４１０に進み、そうでない場合はＳ４１３に進む。Ｓ４１
２から進んだＳ４１０は、ＡＦ枠移動が行われている間、ＡＦ枠を白で表示する。ＡＦ枠
の移動操作が終了した後は所定時間（数秒程度）白色でＡＦ枠を表示した後、ＡＦ枠を非
表示とする。
【０１２６】
　Ｓ４１３では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＦＦ、フォーカスアシスト機能の設定が
ＯＦＦ，ワンショットＡＦモードでワンショットＡＦ動作の前の表示種別であると決定す
る。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：なし、フォーカスアシスト表示：なし、に設
定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前
述の図１１（Ａ）のような画面が表示される。この画面は、ワンショットＡＦキー１２９
を操作する前のＡＦ待機状態になっており、フォーカスアシスト機能の設定がＯＦＦの場
合の画面である。
【０１２７】
　Ｓ４１４では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＦＦ、フォーカスアシスト機能の設定が
ＯＮ，ワンショットＡＦモードでワンショットＡＦ動作の前の表示種別であると決定する
。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：なし、フォーカスアシスト表示：あり、に設定
する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述
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の図１１（Ｂ）のような画面が表示される。この状態でもフォーカスリング１３４の操作
によるマニュアルフォーカスが可能である。そのため、フォーカスアシスト１１０１を表
示することで、ユーザーのＭＦ操作をサポートすることができる。なおこの時、フォーカ
スアシスト１１０１の位置は図３のＳ３０６～Ｓ３０９で説明した通りに移動可能である
。フォーカスアシスト１１０１の位置を移動すると、測距位置、ＡＦ位置も移動する。こ
の後、ワンショットＡＦキー１２９が押下されると、Ｓ４１０の表示を経て、Ｓ４０９の
表示に変化することになる。すなわち、ワンショットＡＦモードにおいてフォーカスアシ
スト機能の設定がＯＮである場合には、ワンショットＡＦキー１２９の押下前は測距位置
にフォーカスアシストを表示する。そして、ワンショットＡＦキー１２９を押下するとそ
の位置でＡＦを行い、フォーカスアシストの表示がＡＦ枠に置き変わる。
【０１２８】
　Ｓ４１５では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦロック状態であるか否かを判定する。前述のＳ
３３４でＡＦロック状態に設定されている場合には、ここでＡＦロック状態であると判定
される。ＡＦロック状態である場合にはＳ４１７に進み、そうでない場合にはＳ４１６に
進む。
【０１２９】
　Ｓ４１６では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出ＯＦＦ、コンティニュアスＡＦモード、ＡＦ
ロックがされていない（コンティニュアスＡＦの実行中）場合の表示種別であると決定す
る。そして、ＡＦ枠表示：白、顔枠表示：なし、フォーカスアシスト表示：なし、に設定
する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述
の図１１（Ｃ）のような画面が表示される。ただしＡＦ枠１１０２は白で表示される。
【０１３０】
　Ｓ４１７では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４０３と同様に、フォーカスアシスト機能の設定
がＯＮになっているか否かを判定する。フォーカスアシストの機能の設定がＯＮに設定さ
れている場合はＳ４１９に進み、そうでない場合はＳ４１８に進む。
【０１３１】
　Ｓ４１８では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＦＦ、フォーカスアシスト機能の設定が
ＯＦＦ，コンティニュアスＡＦモードでＡＦロック状態の表示種別であると決定する。そ
して、ＡＦ枠表示：灰色、顔枠表示：なし、フォーカスアシスト表示：なし、に設定する
。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述の図
１１（Ｄ）のような画面が表示される。
【０１３２】
　Ｓ４１９では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＦＦ、フォーカスアシスト機能の設定が
ＯＮ，コンティニュアスＡＦモードでＡＦロック状態の表示種別であると決定する。そし
て、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：なし、フォーカスアシスト表示：あり、に設定する。
設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述の図１
１（Ｂ）のような画面が表示される。Ｓ３３４で説明した通り、ＡＦロック状態でもフォ
ーカスリング１３４の操作によるマニュアルフォーカスが可能であるため、フォーカスア
シスト１１０１を表示することで、ユーザーのＭＦ操作をサポートすることができる。な
おこの時、フォーカスアシスト１１０１の位置は図３のＳ３０６～Ｓ３０９で説明した通
りに移動可能である。フォーカスアシスト１１０１の位置を移動すると、測距位置、ＡＦ
位置も移動する。この後ＡＦロック状態を解除してコンティニュアスＡＦを実行すると、
Ｓ４１６の表示となり、フォーカスアシスト１１０１がＡＦ枠１１０２に置き変わる。
【０１３３】
　Ｓ４３０では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５によってＡＦに設定され
ているか否かを判定する。ＡＦに設定されている場合はＳ４３４に進み、そうでない場合
はＳ４３１に進む。
【０１３４】
　Ｓ４３１では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４０３と同様にフォーカスアシスト機能の設定が
ＯＮになっているか否かを判定する。ＯＮになっている場合はＳ４３２に進み、そうでな
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い場合はＳ４３３に進む。
【０１３５】
　Ｓ４３２では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮ、ＭＦ設定、フォーカスアシストがＯ
Ｎのときの表示種別であると決定する。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：主顔なし
、副顔は灰色、フォーカスアシスト表示：主顔の位置にあり、に設定する。設定された内
容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ｇ）のよ
うな画面が表示される。
【０１３６】
　Ｓ４３３では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮ、ＭＦ設定、フォーカスアシストがＯ
ＦＦのときの表示種別であると決定する。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：主顔と
副顔が灰色、フォーカスアシスト表示：なし、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１
９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ｆ）のような画面が表示
される。
【０１３７】
　Ｓ４３４では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４０６と同様に、ＡＦモードがワンショットＡＦ
であるか否かを判定する。ワンショットＡＦであればＳ４３５に進み、そうでない場合は
Ｓ４４２に進む。
【０１３８】
　Ｓ４３５では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４０７と同様に、ワンショットＡＦによるＡＦ動
作を実行したか否かを判定する。ワンショットＡＦの実行後であると判定した場合はＳ４
３６に進み、そうでない場合はＳ４３９に進む。
【０１３９】
　Ｓ４３６では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４０８と同様に、ワンショットＡＦによってＡＦ
対象に合焦したか否か（合焦成功したか否か）を判定する。合焦していればＳ４３７に進
み、そうでない場合はＳ４３８に進む。
【０１４０】
　Ｓ４３７では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮで、ワンショットＡＦモードであり、
ワンショットＡＦを行った結果合焦している状態での表示種別であると決定する。そして
、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：主顔は緑、副顔は灰色表示、フォーカスアシスト表示：
なし、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０
７には、前述の図１１（Ｅ）のような画面が表示される。なお、顔枠１１０６は緑で表示
される。
【０１４１】
　Ｓ４３８では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮで、ワンショットＡＦモードであり、
未合焦状態（ＡＦ動作途中）での表示種別と決定する。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠
表示：主顔は白、副顔は灰色表示、フォーカスアシスト表示：なし、に設定する。設定さ
れた内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ｅ
）のような画面が表示される。ただし、顔枠１１０６は白で表示される。
【０１４２】
　Ｓ４３９では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４０３と同様に、フォーカスアシスト機能の設定
がＯＮになっているか否かを判定する。フォーカスアシストの機能の設定がＯＮに設定さ
れている場合はＳ４４１に進み、そうでない場合はＳ４４０に進む。
【０１４３】
　Ｓ４４０では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮで、フォーカスアシストの機能の設定
がＯＦＦで、ワンショットＡＦモードであり、ワンショットＡＦを行っていない状態での
表示種別であると決定する。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：主顔と副顔を灰色、
フォーカスアシスト表示：なし、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持す
る。この結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ｆ）のような画面が表示される。
【０１４４】
　Ｓ４４２では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮ、フォーカスアシスト機能の設定がＯ
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Ｎ，ワンショットＡＦモードでワンショットＡＦ動作の前の表示種別であると決定する。
そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：主顔は無し、副顔は灰色、フォーカスアシスト表
示：主顔の位置にあり、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この
結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ｇ）のような画面が表示される。この状態でも
フォーカスリング１３４の操作によるマニュアルフォーカスが可能である。そのため、フ
ォーカスアシスト１１０１を表示することで、ユーザーのＭＦ操作をサポートすることが
できる。この後、ワンショットＡＦキー１２９が押下されると、Ｓ４３８の表示を経て、
Ｓ４３７の表示に変化することになる。すなわち、ワンショットＡＦモードにおいてフォ
ーカスアシスト機能の設定がＯＮである場合には、ワンショットＡＦキー１２９の押下前
は測距位置にフォーカスアシストを表示する。そして、ワンショットＡＦキー１２９を押
下するとその位置で顔ＡＦを行い、フォーカスアシストの表示が合焦した顔枠に置き変わ
る。
【０１４５】
　Ｓ４４２では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４１５と同様に、ＡＦロック状態であるか否かを
判定する。ＡＦロック状態である場合にはＳ４４４に進み、そうでない場合にはＳ４４３
に進む。
【０１４６】
　Ｓ４４３では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮで、コンティニュアスＡＦを行ってい
る場合の表示種別に決定する。そして、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：主顔は白、副顔は
灰色、フォーカスアシスト表示：なし、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに
保持する。この結果、表示部１０７には、前述の図１１（Ｅ）のような画面が表示される
。ただし、顔枠１１０６は白で表示される。
【０１４７】
　Ｓ４４４では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ４０３と同様に、フォーカスアシスト機能の設定
がＯＮになっているか否かを判定する。フォーカスアシストの機能の設定がＯＮに設定さ
れている場合はＳ４４６に進み、そうでない場合はＳ４４５に進む。
【０１４８】
　Ｓ４４５では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮで、フォーカスアシスト機能の設定が
ＯＦＦで、コンティニュアスＡＦモードのときにＡＦロック状態となっている場合の表示
種別に決定する。そして、ＡＦ枠：なし、顔枠表示：主顔と副顔が灰色、フォーカスアシ
スト表示：なし、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、
表示部１０７には、前述の図１１（Ｆ）のような画面が表示される。
【０１４９】
　Ｓ４４６では、ＣＰＵ１１９ａは、顔検出がＯＮ、フォーカスアシスト機能の設定がＯ
Ｎ，コンティニュアスＡＦモードでＡＦロック状態の表示種別であると決定する。そして
、ＡＦ枠表示：なし、顔枠表示：主顔は無し、副顔は灰色、フォーカスアシスト表示：主
顔の位置にあり、に設定する。設定された内容をＲＡＭ１１９ｃに保持する。この結果、
表示部１０７には、前述の図１１（Ｇ）のような画面が表示される。Ｓ３３４で説明した
通り、ＡＦロック状態でもフォーカスリング１３４の操作によるマニュアルフォーカスが
可能であるため、フォーカスアシスト１１０１を表示することで、ユーザーのＭＦ操作を
サポートすることができる。この後ＡＦロック状態を解除してコンティニュアスＡＦを実
行すると、Ｓ４４３の表示となり、フォーカスアシスト１１０１が顔枠１１０６に置き変
わる。
【０１５０】
　＜フォーカスアシスト表示処理＞
　図５に、図３のＳ３０４で前述したフォーカスアシスト表示処理の詳細を示すフローチ
ャートを図示する。
【０１５１】
　Ｓ５０１では、ＣＰＵ１１９ａは、ＲＡＭ１１９ｃに保持された測距位置（焦点検出位
置）を読みだす。
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【０１５２】
　Ｓ５０２では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ５０１で得られた測距位置に対応する被写体につ
いて、合焦情報および測距成否の情報を、測距部１０８から取得する。合焦情報は、前述
のように、デフォーカス量に基づいて算出された合焦・前ピン・後ピンのいずれの状態に
あるかという情報と合焦度合い情報を含む。
【０１５３】
　Ｓ５０３では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ５０１とＳ５０２で得られた情報をもとに、ＧＰ
Ｕ１１５で描画するフォーカスアシスト（アシスト表示、フォーカスガイド、焦点ガイド
表示）の枠表示位置、指標角度および表示色を決定する。枠表示位置は、測距位置に決定
する。指標角度は、合焦・前ピン・後ピンのいずれの状態にあるかという情報と、前ピン
または後ピンの場合の、合焦度合い情報に基づいて決定する。表示色は、合焦・前ピン・
後ピンのいずれの状態にあるかという情報と、測距成否の情報に基づいて決定する。詳細
は後述する。
【０１５４】
　Ｓ５０４では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ５０２で得られた測距成否の情報を参照し、測距
が成功したか否か判定する。成功していればＳ５０５へ、失敗していればＳ５１０へ進む
。
【０１５５】
　Ｓ５０５では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ５０２で得られた情報について、被写体が合焦状
態にあるか非合焦状態にあるかを判定する。合焦状態であればＳ５０７へ、非合焦状態で
あればＳ５０６へ進む。
【０１５６】
　Ｓ５０６では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ５０２で得られた情報について、被写体が前ピン
状態であるか後ピン状態であるかを判定する。前ピン状態であればＳ５０８へ、後ピンで
あればＳ５０９へ進む。
【０１５７】
　Ｓ５０７では、ＣＰＵ１１９ａは、指標パターンＡ、すなわち被写体が合焦状態である
場合の指標表示形態に対応するフォーカスアシストのデータを選択する。この指標と枠の
データの表示例を図８（Ａ）に示す。指標８０１は、合焦状態（焦点検出領域の被写体に
合焦している状態）を示しており、後述する指標８０４と指標８０５が互いに重なって一
体化し、さらに指標８０３と隣接した位置（指標８０３が示す位置）になっている。また
、色も他の状態とは異なる緑色で表示している。このような表現とすることで、合焦状態
やその付近では、他の状態に比べて指標の表示面積が小さくなるため、撮影者の映像視認
への影響を小さくすることができる。枠８０２は、ライブビュー上におけるＳ５０１で得
られた測距位置に対応する領域を示している。
【０１５８】
　Ｓ５０８では、ＣＰＵ１１９ａは、指標パターンＢ、すなわち被写体が前ピン状態であ
る場合の指標表示形態に対応するフォーカスアシストのデータを選択する。この指標と枠
のデータの表示例を図８（Ｂ－１）および図８（Ｂ－２）に示す。指標８０３は合焦状態
へ向かうための指標８０４と指標８０５の目標地点を示しており、枠８０２に向かう白色
の三角形で表現している。指標８０４と指標８０５は、その互いの表示距離によって、測
距位置の合焦度合いを示しており、枠８０２から離れる側を向いた三角形で表現している
。被写体とデジタルカメラ１０の距離が変動すると、合焦度合いが変化するため、指標８
０４と指標８０５との間隔が狭まったり広がったり動的に表示位置が変化する。指標８０
４と指標８０５との距離（角度）は、合焦度合い情報に基づき、焦点検出領域において合
焦からのズレが大きい場合に比べて小さい場合の方が表示距離が小さくなる（狭くなる、
角度は小さくなる）ように変化する。すなわち、図８（Ｂ－１）は被写体が比較的小さく
ボケている（ピントのズレの度合いが小さい）場合、図８（Ｂ－２）は被写体が比較的大
きくボケている（ピントのズレの度合いが大きい）場合を示している。指標８０３と指標
８０４および指標８０５が、合焦近傍において互いに頂点が向かい合う三角形を成してい
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ることによって、合焦付近の微妙なピントずれも視認しやすいようになっている。また、
各指標は枠８０２の近傍に表示されるため、撮影者は被写体から視線を大きくそらすこと
なく合焦状態を確認できる。また、フォーカスアシスト表示を複数の位置について同時に
表示可能な場合でも、それぞれの枠と指標の結びつきが分かりやすくなっている。
【０１５９】
　Ｓ５０９では、ＣＰＵ１１９ａは、指標パターンＣ、すなわち被写体が後ピン状態であ
る場合の指標表示形態に対応するフォーカスアシストのデータを選択する。この指標と枠
のデータの表示例を図８（Ｃ－１）および図８（Ｃ－２）に示す。図８（Ｂ－１）や図８
（Ｂ－２）と異なり、指標８０３が枠８０２から離れる側を向いた白色の三角形で表現さ
れており、指標８０４および指標８０５が枠８０２に向かう三角形で表現されている。し
たがって、一目で前ピンか後ピンかを区別できるような表示形態となっている。図８（Ｃ
－１）は被写体が比較的小さくボケている（ピントのズレの度合いが小さい）場合、図８
（Ｃ－２）は被写体が比較的大きくボケている（ピントのズレの度合いが大きい）場合を
示している。
【０１６０】
　Ｓ５１０では、ＣＰＵ１１９ａは、指標パターンＤ、すなわち被写体が大ボケ状態であ
る場合の指標表示形態に対応するフォーカスアシストのデータを選択する。この指標と枠
のデータの表示例を図８（Ｄ）に示す。指標８０３および指標８０４および指標８０５は
いずれも四角形で表現されており、図８（Ａ）、図８（Ｂ－１），図８（Ｂ－２），図８
（Ｃ－１），図８（Ｃ－２）に示した指標とは形状が異なる。また、色も灰色で表示され
る。これによって、前ピン後ピンの判定に失敗した（すなわち、測距に失敗した）大ボケ
の状態であることを視覚的に示している。
【０１６１】
　Ｓ５１１では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ５０７からＳ５１０のいずれかで選択された指標
と枠のデータを、Ｓ５０３で決定した表示位置、指標角度、表示色で、ＧＰＵ１１５によ
って枠表示用のＶＲＡＭへ描画する。
【０１６２】
　Ｓ５１２では、ＣＰＵ１１９ａは、ＯＳＤ表示用ＶＲＡＭに、フォーカスアシスト表示
以外の各種表示要素を描画する。
【０１６３】
　Ｓ５１３では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ５１１で描画した枠表示用のＶＲＡＭの上に、Ｓ
５１２で描画したＯＳＤ表示用ＶＲＡＭを、ＧＰＵ１１５によって合成する。
【０１６４】
　Ｓ５１４では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ５１３で合成したＶＲＡＭを、表示用Ｉ／Ｆ部１
０６によって映像（ライブビュー画像）と重畳し、表示部１０７で表示する。このとき表
示部１０７に表示される画面構成を図９（Ａ）および図９（Ｂ）に示す。フォーカスアシ
スト９０１ａおよびフォーカスアシスト９０１ｂは、いずれも図８で示した枠と指標で構
成されている。アイコン９０２はＡＦ／ＭＦスイッチ１３５でＭＦに設定されていること
を示している。被写体９０３および被写体９０４は撮像素子１０２に結像された被写体（
ライブビューの一部）である。また、画面内には本発明と関係の低いその他の情報表示要
素も表示されている。これらはＳ５１２で描画されたものであるが、番号は付与していな
い。図９（Ａ）はＳ５０１で得られた測距位置が被写体９０３に対応しており、被写体９
０３が合焦状態にある。一方、図９（Ｂ）は、図９（Ａ）から十字キー１２５やダイヤル
１２６によって測距位置を移動した場合の表示例を示している。測距位置が被写体９０４
の位置となっており、被写体９０４に対して前ピンの状態にある。図９（Ｂ）は、Ｓ５１
３による合成の影響で、フォーカスアシスト９０１ｂの指標の一部が他の表示要素の下に
隠れた状態になっている（他の表示要素が上になるように重畳表示されている）。このよ
うな状態になっても、指標を３つの図形で構成しているため、他の露出している指標によ
ってフォーカスの状態を確認することができる。
【０１６５】
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　このように、フォーカスアシストは、測距位置（焦点検出位置）の被写体に合焦させる
までに、フォーカス１３４をどちら側にどの程度操作すれば良いかを示している。言いか
えれば、フォーカスアシストは、測距位置の被写体の合焦度合い（ピントのずれの度合い
）を示している。更に言いかえれば、フォーカスアシストは、測距位置の被写体に合焦さ
せた場合の焦点距離と現在の焦点距離のずれを示している。さらに言いかえれば、フォー
カスアシストは、合焦位置（現在焦点の合っている位置とデジタルカメラ１０との距離）
と測距位置の被写体距離（デジタルカメラ１０と被写体との距離）との関係を示している
。
【０１６６】
　＜フォーカスアシストの表示形態の変形例＞
　図８で示した枠と指標の他の表示形態の例を、図１０に示す。
【０１６７】
　図１０（Ａ）は図８（Ａ）に対応する合焦状態である。指標１００１は指標８０１に相
当し、枠１００２は枠８０２に相当する。指標１００１は、後述する指標１００３および
指標１００４および指標１００５の３つが重なって一体化した表現となっており、図８（
Ａ）と同様に、合焦状態やその付近で撮影者の映像視認への影響を小さくしている。
【０１６８】
　図１０（Ｂ）は図８（Ｂ－２）に相当する前ピン状態である。指標１００３は指標８０
３に、指標１００４は指標８０４に、指標１００５は指標８０５にそれぞれ相当する。ま
た、矢印１００６は、合焦へ向かうためにフォーカスリング１３４を回転すべき方向を示
している。これによって、撮影者がフォーカスリング１３４の操作に慣れていない場合で
あっても、回転方向に迷うことなくスムーズに合焦方向へ操作することができる。なお、
表示部１０７がフォーカスリング１３４に対する向きを変更できる場合は、その向きの状
態を検出して、矢印１００６の向きを変更することで、表示部１０７のいずれの向きにも
対応することができる。
【０１６９】
　図１０（Ｃ）は図８（Ｃ－２）に相当する後ピン状態である。指標１００４および指標
１００５は、図１０（Ｂ）と互いの位置が逆転している。このようにすることで、撮影者
が一目で前ピンか後ピンかを区別できるような表示形態としている。また、矢印１００６
も図１０（Ｂ）とは逆の方向を指しており、合焦方向へ操作するためのフォーカスリング
１３４の回転方向が異なることを示している。
【０１７０】
　＜画像サイズ設定切替処理（クロップ設定）＞
　図３のＳ３１８、Ｓ３１９で前述した画像サイズ設定切替処理について説明する。
【０１７１】
　デジタルカメラ１０はメニュー画面におけるメニュー項目として、画像サイズ設定（解
像度の設定）の項目を有している。画像サイズ設定のメニュー項目を選択すると、以下の
選択肢を有するサブメニューが表示され、ユーザーはいずれかの選択肢を選択可能である
。
　　設定１…４Ｋ：４０９６画素×２１６０画素
　　設定２…４Ｋ：３８４０画素×２１６０画素
　　設定３…２Ｋ：２０４８画素×１０８０画素
　　設定４…２Ｋ：１９２０画素×１０８０画素
　　設定５…２Ｋクロップ：２０４８画素×１０８０画素
　　設定６…２Ｋクロップ：１９２０画素×１０８０画素
【０１７２】
　設定１は、デジタルカメラ１０で設定可能な最大サイズの設定である。撮像素子１０２
の最大画素数は設定１の４０９６画素×２１６０画素よりもやや大きいが、画像サイズ（
記録画素数）として設定可能な最大のサイズ（有効画素）は、４０９６画素×２１６０画
素であるものとする。
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【０１７３】
　設定３、４は、それぞれ、撮像素子１０２のうち、設定１、２と同じ範囲、同じ画素数
の画素から読み出しを行った画像を、リサイズして縮小したサイズである。従って、それ
ぞれ、設定１、２の場合と同じ画角の映像となる。
【０１７４】
　設定５，６は、撮像素子１０２のうち、中央を含む一部範囲（設定５は撮像素子１０２
の中央から２０４８画素×１０８０画素の範囲、設定６は撮像素子１０２の中央から１９
２０画素×１０８０画素の範囲）の画素のみから読み出しを行う設定である。すなわち、
設定１～４よりも狭い範囲の画素しか用いず、設定１～４よりも狭い画角の映像となる。
すなわち、撮像素子１０２の中央を含む一部範囲を切り出したサイズである。設定５、６
に設定しての撮影を総称してクロップモードと称するものとする。なお、設定１～６を同
階層のメニュー項目とせず、画像サイズ設定の第１階層で、「クロップモード」という選
択肢が選択された後に、クロップモードのサブメニューで２０４８画素×１０８０画素か
１９２０画素×１０８０画素かを選択できるようにしてもよい。
【０１７５】
　本実施形態では、クロップモードに設定された場合に、測距位置がクロップモードでの
撮影範囲内に収まっているか否かを判定し、収まっていない場合には、測距位置を中央に
変更する。この処理の概念について、図１２を用いて説明する。
【０１７６】
　図１２（Ａ）は、最大サイズ（設定１）で撮像される画像の例である。撮像素子１０２
のうち、最大サイズに相当する範囲の画素を用いて撮影が行われ、撮影範囲１２０１の画
像が撮像される。また、クロップ範囲１２０２は、クロップ撮影で切り出される範囲を示
している。
【０１７７】
　図１２（Ｂ）は、撮像素子１０２のうち、図１２（Ａ）でのクロップ範囲１２０２に相
当する範囲の画素で撮像された画像の例である。
【０１７８】
　図１２（Ｃ）は、最大サイズ（設定１）に設定しており、かつ、測距位置がクロップ範
囲１２０２の外側の領域であった場合のフォーカスアシスト１２０３とライブビュー画像
の表示例である。
【０１７９】
　図１２（Ｄ）は、図１２（Ｃ）の状態から、クロップモードに切り替えた場合（画像サ
イズで設定５か６に設定した場合）のライブビュー画像とフォーカスアシスト１２０３の
表示例である。図１２（Ｃ）で測距位置がクロップ範囲１２０２の外側の領域であったた
め、クロップモードに変更されたことに応じて、測距位置をクロップモードでの撮影範囲
の中央（撮像素子１０２の中央）に変更している。また、クロップモードになっても、撮
像素子１０２上において、測距する領域の大きさ自体は変わらない。すなわち、クロップ
モードになったことに応じて、撮像素子１０２に対するライブビュー画像のサイズが小さ
くなる（撮影範囲が狭くなる）ため、ライブビュー画像に対する測距範囲（焦点検出範囲
）は相対的に大きくなる。従って、表示部１０７上でライブビュー画像上に重畳して表示
されるフォーカスアシスト１２０３も、図１２（Ｃ）に比べて図１２（Ｄ）の方が大きく
なる。
【０１８０】
　図１２（Ｅ）は、最大サイズ（設定１）に設定しており、かつ、測距位置がクロップ範
囲１２０２の内側の領域であった場合のフォーカスアシスト１２０３とライブビュー画像
の表示例である。
【０１８１】
　図１２（Ｆ）は、図１２（Ｅ）の状態から、クロップモードに切り替えた場合（画像サ
イズで設定５か６に設定した場合）のライブビュー画像とフォーカスアシスト１２０３の
表示例である。図１２（Ｅ）で測距位置がクロップ範囲１２０２の内側であったため、ク
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ロップモードに変更されても、撮像素子１０２における測距位置は変更しない。すなわち
、デジタルカメラ１０と被写体が動かなければ、フォーカスアシスト１２０３はクロップ
モードに切り替える前後で同じ被写体の位置（図示の例では犬の頭部）に設定される。
【０１８２】
　また、図１２（Ｇ）のように、最大サイズ（設定１）で測距位置を示すフォーカスアシ
スト１２０３の枠が、クロップ範囲１２０２の内側と外側の双方に一部重なっていた場合
、クロップモードに切り替わると、図１２（Ｈ）に示す測距位置（測距範囲）となる。す
なわち、測距範囲の全体がクロップモードでの撮影範囲内に収まるように、測距位置を移
動する。この場合、中央にまでは移動しない。
【０１８３】
　また、クロップモードから、クロップモードを解除した場合（設定５または６から、設
定１～４のいずれかに切り替えた場合）は、測距位置は変更しない（保持する）。すなわ
ち、図１２（Ｆ）の状態から画像サイズの設定を設定１に変更すると、図１２（Ｅ）の位
置にフォーカスアシスト１２０３が表示される。
【０１８４】
　図６に、画像サイズ設定切替処理のフローチャートを示す。この処理は、図３のＳ３１
９の処理の詳細である。
【０１８５】
　Ｓ６０１では、ＣＰＵ１１９ａは、クロップモードに設定されたか否かを判定する。す
なわち、上述の設定１～６のうち、設定５と設定６のいずれかに設定されたか否かを判定
する。クロップモードに設定された（設定５または６に設定された）場合にはＳ６０２に
進み、そうでない場合はＳ６０７に進む。
【０１８６】
　Ｓ６０２では、ＣＰＵ１１９ａは、センサー（撮像素子１０２）からの読み出し範囲を
、設定されたクロップモードに対応するクロップ範囲に変更する。すなわち、設定５が設
定された場合には、撮像素子１０２の中央を中央とする２０４８画素×１０８０画素の範
囲を読み出し範囲とする。設定６が設定された場合には、撮像素子１０２の中央を中央と
する１９２０画素×１０８０画素の範囲を読み出し範囲とする。
【０１８７】
　Ｓ６０３では、ＣＰＵ１１９ａは、現在の測距位置及び、測距範囲の全体が、Ｓ６０２
で設定された読み出し範囲（クロップ範囲）の外側であるか否かを判定する。測距範囲全
体がクロップ範囲外であると判定するとＳ６０４に進み、そうでない場合はＳ６０５に進
む。
【０１８８】
　Ｓ６０４では、ＣＰＵ１１９ａは、測距位置を変更して撮像素子１０２の中央（撮影範
囲の中央）に設定する。これによって、前述の図１２（Ｃ）から図１２（Ｄ）のように測
距位置が変更され、フォーカスアシスト１２０３の表示位置も更新される。
【０１８９】
　Ｓ６０５では、ＣＰＵ１１９ａは、現在の測距範囲の一部がクロップ範囲外である（一
部はクロップ範囲内である）か否かを判定する。測距範囲の全体ではなく一部がクロップ
範囲外であると判定した場合はＳ６０６に進む。そうでない場合、すなわち測距範囲の全
体がクロップ範囲内に収まっている場合は測距位置を変更することなくＳ６０８に進む。
【０１９０】
　Ｓ６０６では、ＣＰＵ１１９ａは、測距位置を、測距範囲全体がクロップ範囲内に収ま
る位置に変更する。より詳しくは、測距位置の変更前に、測距範囲の一部がクロップ範囲
からＸ方向（横方向）にだけはみ出していた場合は、Ｙ方向（縦方向）の位置は移動せず
に、はみ出していたＸ方向の距離分だけ、測距位置をＸ軸に平行にクロップ範囲の内側方
向に移動する。測距位置の変更前に、測距範囲の一部がクロップ範囲からＹ方向（縦方向
）にだけはみ出していた場合は、Ｘ方向（横方向）の位置は移動せずに、はみ出していた
Ｙ方向の距離分だけ、測距位置をＹ軸に平行にクロップ範囲の内側方向に移動する。測距
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位置の変更前に、測距範囲の一部がクロップ範囲からＸ方向とＹ方向の両方ではみ出して
いた場合は、変更前の測距位置に最も近いクロップ範囲の頂点に、変更後の測距範囲の頂
点が一致して測距範囲がクロップ範囲に収まるように、測距位置を移動する。これによっ
て、前述の図１２（Ｇ）から図１２（Ｈ）のように測距位置が変更され、フォーカスアシ
スト１２０３の表示位置も更新される。なお、Ｓ６０５，Ｓ６０６の処理を行わず、測距
範囲がクリップ範囲から一部でも外側にある場合には、Ｓ６０４に進んで測距位置を中央
に設定するようにしてもよい。
【０１９１】
　Ｓ６０７では、ユーザーによって設定されたクロップモード以外の設定（上述の設定１
～４）に設定し、設定値を示す情報をＲＯＭ１１９ｂに記録する。
【０１９２】
　上述したＳ６０４，Ｓ６０６の処理は、フォーカスアシスト機能の設定がＯＮかＯＦＦ
かには関わらず行われる。すなわち、フォーカスアシスト機能の設定がＯＦＦであっても
、クロップモードに設定された場合に測距範囲の全部または一部がクロップ範囲の外側と
なる場合にはＳ６０４、Ｓ６０６の処理が行われる。
【０１９３】
　このように図６で説明した処理によってクロップモードが設定されたのち、メニューを
閉じてライブビュー画面に戻した場合に、図１２（Ｃ）～（Ｈ）で説明したような画面遷
移が発生する。
【０１９４】
　＜拡大処理＞
　拡大処理について説明する。本実施形態のデジタルカメラ１０では、ライブビューを通
常倍率（記録サイズに応じた撮影範囲のライブビュー全体が表示部１０７にちょうど収ま
る倍率）で表示中に拡大キー１３１（拡大ボタン）を押下することにより拡大モードに遷
移する。拡大モードでは、表示部１０７にライブビュー画像を拡大表示する。拡大キー１
３１を押下して拡大モードに遷移すると、最初は前回拡大モードにおいて最後に表示して
いた拡大倍率（２倍、４倍、８倍のいずれか）で拡大表示する。なお、初期値は２倍であ
り、電源投入後最初に拡大モードに遷移した場合は２倍で拡大表示する。拡大モードでは
、ＳＥＴキー１２７を押下する毎に、拡大倍率を２倍→４倍→８倍→２倍→…と順次切替
えることができる。拡大モードにおいて拡大キー１３１が押下されると、どの倍率で表示
していた場合にも拡大モードを抜け、通常倍率でのライブビュー表示に戻る。
【０１９５】
　拡大モードでは、図３の３１３で設定したフォーカスアシスト機能の設定がＯＮである
場合と、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５でＡＦに設定されている場合は、測距位置（ＡＦの場
合はＡＦ位置と同等）を中心として拡大する。すなわち、拡大前にフォーカスアシストを
表示していた場合は、フォーカスアシストの枠内が中心となるように拡大範囲を決定する
。なお、測距位置が撮影範囲の端付近にある場合には、必ずしも測距位置が拡大範囲の中
心になるとは限らず、測距位置を含み、撮影範囲の外側にはみ出ない範囲を拡大する。す
なわち、拡大表示した際に画像の欠落したブランク部分が生じないように拡大表示する。
いずれにしても拡大前に設定されていた測距位置に基づき、測距位置（測距範囲の中心）
が拡大範囲に含まれるように拡大表示する。
【０１９６】
　一方、拡大モードにおいて、図３の３１３で設定したフォーカスアシスト機能の設定が
ＯＦＦで、かつＡＦ／ＭＦスイッチ１３５でＭＦに設定されている場合は、測距位置に関
わらず、撮影範囲の中央を中心として拡大する。
【０１９７】
　拡大表示に関する画面遷移を、図１３（Ａ）～図１３（Ｅ）を用いて説明する。
【０１９８】
　図１３（Ａ）は、図３の３１３で設定したフォーカスアシスト機能の設定がＯＮであり
、かつ、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５でＭＦに設定されている場合の表示部１０７での表示
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例である。ライブビュー画像に重畳して、フォーカスアシスト１３０１が表示されている
。この状態から、拡大キー１３１が押下されると、図１３（Ｂ）のように、測距位置（フ
ォーカスアシスト１３０１の表示されていた位置）が中心となるようにライブビューが拡
大表示さる。また、撮影範囲全体のうちどの範囲を拡大表示しているかを示す拡大範囲ガ
イド１３０２が表示される。
【０１９９】
　図１３（Ａ）の状態から、図３のＳ３１０～Ｓ３１３で説明したように、メニュー画面
を開いてフォーカスアシスト機能の設定をＯＦＦとし、メニュー画面を閉じると、表示部
１０７には、図１３（Ｃ）のような表示がなされる。フォーカスアシスト機能の設定をＯ
ＦＦとしたため、ライブビュー画像に対してフォーカスアシスト１３０１は表示されない
。この状態で、拡大キー１３１が押下されると、図１３（Ｄ）のように、測距位置ではな
く、撮影範囲の中央を中心としてライブビューが拡大表示される。本実施形態ではこのと
き、ＲＡＭ１１９ｃに保持された測距位置を、拡大中心位置で更新する。すなわち、測距
位置を撮影範囲の中央に変更して記憶する。この図１３（Ｄ）の状態で更に拡大キー１３
１が押下されると拡大モードを解除し、さらに、図３のＳ３１０～Ｓ３１３で説明したよ
うに、メニュー画面を開いてフォーカスアシスト機能の設定をＯＮとすると、図１３（Ｅ
）の表示となる。この際、測距位置が撮影範囲の中央に変更されているため、フォーカス
アシスト１３０１の位置は、図１３（Ａ）とは異なり、撮影範囲の中央となる。このよう
に、本実施形態では、フォーカスアシスト機能の設定がＯＦＦでＭＦ設定の場合にライブ
ビューの拡大表示を行うと、フォーカスアシスト１３０１でフォーカスについてアシスト
するべき測距位置を、拡大範囲に基づいて変更する。
【０２００】
　一方、Ｄｉｓｐレベルを、情報非表示のレベルに設定したことによってフォーカスアシ
ストを表示していない場合に拡大表示を行っても、フォーカスアシスト機能の設定がＯＮ
であれば、測距位置は拡大範囲に連動させない。
【０２０１】
　図１４（Ａ）～（Ｃ）を用いて、Ｄｉｓｐレベルの切替えによる画面遷移について説明
する。図１４（Ａ）は、図１３（Ａ）と同じく、図３の３１３で設定したフォーカスアシ
スト機能の設定がＯＮであり、かつ、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５でＭＦに設定されている
場合の表示部１０７での表示例である。この状態から拡大キー１３１が押下されると、図
１４（Ｂ）のように表示され、その後拡大を解除すると、図１４（Ａ）の表示に戻る。こ
の画面遷移は図１３（Ａ）から図１３（Ｂ）、図１３（Ｂ）から図１３（Ａ）と同様であ
る。一方、図１４（Ａ）の状態から、Ｄｉｓｐレベルを切替え、情報非表示の状態とする
と、図１４（Ｃ）のような表示となり、フィーカスアシスト１３０１は表示されない。こ
の状態から拡大表示した場合には、ＲＡＭ１１９ｃに保持された測距位置に基づき、測距
位置を中心とした範囲を拡大するため、図１４（Ｂ）のような表示となる。その後拡大を
解除すると、図１４（Ｃ）のように表示され、その後さらにフォーカスアシスト機能の設
定をＯＮに変更すると、図１４（Ａ）の表示となる。すなわち、情報非表示のレベルに設
定したことによってフォーカスアシストを表示していない場合に拡大表示を行っても、フ
ォーカスアシスト機能の設定がＯＮであれば、測距位置は拡大範囲に連動しない。
【０２０２】
　図７に、上述の拡大表示処理のフローチャートを示す。この処理は、前述した図３のＳ
３３８の処理の詳細である。
【０２０３】
　Ｓ７０１では、ＣＰＵ１１９ａは、ＲＡＭ１１９ｃに記憶された前回拡大モードだった
時の拡大倍率を読込む。
【０２０４】
　Ｓ７０２では、ＣＰＵ１１９ａは、読込んだ拡大倍率が２倍であるか否かを判定する。
２倍である場合にはＳ７０３に進み、そうでない場合はＳ７２２に進む。
【０２０５】
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　Ｓ７０３では、ＣＰＵ１１９ａは、ＲＯＭ１１９ｂに記憶された設定情報を参照し、フ
ォーカスアシスト機能の設定がＯＮになっているか否かを判定する。前述のＳ３１３でフ
ォーカスアシスト機能の設定がＯＮに設定されていた場合はここでＯＮであると判定され
る。フォーカスアシストの機能の設定がＯＮに設定されている場合はＳ７０４に進み、そ
うでない場合はＳ７０５に進む。
【０２０６】
　Ｓ７０４では、ＣＰＵ１１９ａは、ＲＡＭ１１９ｃに保持された現在の測距位置に基づ
いて拡大範囲を決定し、ライブビュー画像を、通常倍率よりも２倍に拡大して表示部１０
７に表示する。基本的には、測距位置が拡大範囲の中心となるように拡大範囲を決定する
。測距位置が撮影範囲の端付近にあり、測距位置を拡大範囲の中心とすると拡大範囲が撮
影範囲を超えてしまう場合には、測距位置を含み、撮影範囲の外側にはみ出ない範囲を拡
大範囲として決定する。いずれにしても測距位置に基づき、測距位置（測距範囲の中心）
が拡大範囲に含まれるように拡大表示する。このときの表示例が、前述した図１３（Ｂ）
である。図示のように、拡大モード（拡大処理）における拡大されたライブビュー画像に
は、フォーカスアシスト機能の設定がＯＮであってもフォーカスアシストは表示しない。
このようにすることで、拡大してピントを詳細に確認したい場合に、フォーカスアシスト
が拡大されたライブビューの視認の妨げとなることを防止することができる。
【０２０７】
　Ｓ７０５では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５によってＭＦに設定され
ているか否かを判定する。ＭＦに設定されている場合にはＳ７０６に進み、そうでない場
合、すなわちＡＦに設定されている場合にはＳ７０４に進む。
【０２０８】
　Ｓ７０６では、ＣＰＵ１１９ａは、撮影範囲の中央（通常倍率でのライブビュー画像の
中央）を中心とする拡大範囲を決定し、ライブビュー画像を、通常倍率よりも２倍に拡大
して表示部１０７に表示する。このときの表示例が、前述した図１３（Ｄ）である。
【０２０９】
　Ｓ７０７では，ＣＰＵ１１９ａは、ＲＡＭ１１９ｃに保持された測距位置を拡大位置に
合わせて更新する。すなわち、測距位置を撮影範囲の中央（通常倍率でのライブビュー画
像の中央）とする（測距範囲を、撮影範囲の中央を中心とする範囲に設定する）。この結
果、この後に拡大モードを解除してフォーカスアシストを表示させる設定とした場合、フ
ォーカスアシストが表示される位置は、図１３（Ｅ）に図示したとおり、拡大処理が行わ
れる前の図１３（Ａ）とは異なる位置となる。
【０２１０】
　Ｓ７０８では、ＣＰＵ１１９ａは、十字キー１２５の操作が行われたか否かを判定する
（拡大範囲移動指示受付）。十字キー１２５の操作が行われた場合にはＳ７０９に進み、
そうでない場合にはＳ７１２に進む。
【０２１１】
　Ｓ７０９では、ＣＰＵ１１９ａは、十字キー１２５のうち操作された方向キーに対応す
る方向に、拡大中心位置を移動する。すなわち、撮影範囲のうち、表示部１０７に拡大表
示される範囲を、拡大表示中に行われた十字キー１２５の操作に応じて変更する。
【０２１２】
　Ｓ７１０では、ＣＰＵ１１９ａは、ＡＦ／ＭＦスイッチ１３５によってＭＦに設定され
ているか否かを判定する。ＭＦに設定されている場合にはＳ７１１に進み、そうでない場
合、すなわちＡＦに設定されている場合にはＳ７１２に進む。
【０２１３】
　Ｓ７１１では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ７０９で移動した拡大中心位置に合わせて、ＲＡ
Ｍ１１９ｃに保持された測距位置を更新する。すなわち、測距位置を、移動後の拡大範囲
の中心とする（測距範囲を、移動後の拡大範囲の中央を中心とした範囲に変更する）。
【０２１４】
　Ｓ７１２では、ＣＰＵ１１９ａは、その他のイベントが発生したか否かを判定する、そ
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の他のイベントとしては例えば、メニューキー１２４の押下、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰキー
１３３の押下、各種撮影パラメータの設定操作などがある。その他のイベントが発生した
場合はＳ７１３に進み、そうでない場合はＳ７１４に進む。
【０２１５】
　Ｓ７１３では、発生したその他のイベントに応じた処理を行う。例えば、ＳＴＡＲＴ／
ＳＴＯＰキー１３３が押下された場合には動画の記録を開始する。すなわち、拡大中であ
っても動画の記録が行える。
【０２１６】
　Ｓ７１４では、ＣＰＵ１１９ａは、ＳＥＴキー１２７が押下されたか否かを判定する。
ＳＥＴキー１２７が押下されたと判定した場合はＳ７１６に進み、そうで内場合はＳ７１
５に進む。
【０２１７】
　Ｓ７１５では、ＣＰＵ１１９ａは、拡大キー１３１が押下されたか否かを判定する。拡
大キー１３１が押下された場合はＳ７１７に進み、そうでない場合はＳ７０８に戻って処
理を繰り返す。
【０２１８】
　Ｓ７１７では、現在の拡大倍率をＲＡＭ１１９ｃに記憶し、拡大を解除（通常倍率に戻
す）して処理を終了する。なお、現在の拡大倍率はＲＡＭ１１９ｃではなく、不揮発性メ
モリであるＲＯＭ１１９ｂに記録しても良い。このようにすれば電源オフを経由した後で
も前回使用した拡大倍率から拡大モードを開始することができる。
【０２１９】
　Ｓ７１６では、ＣＰＵ１１９ａは、現在の拡大位置を基準にして、拡大倍率を２倍から
４倍に変更してライブビュー画像を表示部１０７に表示する。
【０２２０】
　Ｓ７２２では、ＣＰＵ１１９ａは、Ｓ７０１で読込んだ拡大倍率が４倍であるか否かを
判定する。４倍である場合にはＳ７０３に進み、そうでない場合（すなわち８倍の場合）
はＳ７２２に進む。
【０２２１】
　Ｓ７２３～Ｓ７３５は、拡大する倍率が２倍でなく４倍であること以外はＳ７０３～Ｓ
７１５と同様の処理であるため、説明を省略する。Ｓ７３６では、ＣＰＵ１１９ａは、現
在の拡大位置を基準にして、拡大倍率を４倍から８倍に変更してライブビュー画像を表示
部１０７に表示する。
【０２２２】
　Ｓ７４３～Ｓ７５５は、拡大する倍率が２倍でなく８倍であること以外はＳ７０３～Ｓ
７１５と同様の処理であるため、説明を省略する。Ｓ７５６では、ＣＰＵ１１９ａは、現
在の拡大位置を基準にして、拡大倍率を８倍から２倍に変更してライブビュー画像を表示
部１０７に表示する。
【０２２３】
　＜拡大モードにおけるフォーカスアシスト表示処理（変形例）＞
　図７、１３，１４で説明した拡大モード（拡大処理）における拡大されたライブビュー
画像には、フォーカスアシストは表示しない例を説明したが、これに限るものではない。
拡大モードにおいてもフォーカスアシストを表示してもよい。以下に、ライブビューの拡
大表示においてフォーカスアシストを表示する場合の処理について説明する。
【０２２４】
　［変形例１］
　図１５（Ａ）～（Ｄ）を用いて、拡大モードにおけるフォーカスアシストの表示に関す
る変形例１について説明する。
【０２２５】
　図１５（Ａ）は通常倍率（通常画角）でのライブビュー表示において、フォーカスアシ
スト機能の設定をＯＮにしてフォーカスアシスト１５０１を表示した場合の表示部１０７
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における表示例である。フォーカスアシスト１５０１のうち、四角く囲われた枠部分が測
距位置（測距範囲）を示しており、円環上部にある三角形の表示が合焦状態に対してのフ
ォーカスのずれ量とフォーカス移動に伴う焦点状態の変化を示すものである。また、円環
下部にある矢印表示がリングの操作方向を示している。
【０２２６】
　図１５（Ｂ）は、拡大モードにおいて、拡大倍率を２倍として拡大ライブビュー表示を
行っている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７０４における表示の変形例である。
通常倍率に比べて被写体（ライブビュー画像）が２倍になるとともに、フォーカスアシス
ト１５０１の全体も２倍のサイズで表示される。フォーカスアシスト１５０１の表示サイ
ズが２倍となっても、ライブビューも同じく２倍となっているため、フォーカスアシスト
１５０１の矩形枠部分が示す測距範囲の撮像素子１０２に占める領域は、通常倍率の時と
同じである。
【０２２７】
　図１５（Ｃ）は拡大モードにおいて拡大倍率を４倍として拡大ライブビュー表示を行っ
ている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７２４で行われる表示例である。被写体（
ライブビュー画像）が４倍になるとともに、フォーカスアシスト１５０１は非表示となる
。
【０２２８】
　図１５（Ｄ）は拡大モードにおいて拡大倍率を８倍として拡大ライブビュー表示を行っ
ている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７４４で行われる表示例である。被写体（
ライブビュー画像）が８倍の場合、フォーカスアシスト１５０１は非表示となる。
【０２２９】
　変形例１ではこのように、拡大倍率が２倍以下の場合はフォーカスアシストを表示し、
拡大倍率が２倍を超える場合はフォーカスアシストを非表示としている。上述の通り、ラ
イブビュー画像を拡大した場合、測距範囲の表示上のサイズも大きくなる。そのため、フ
ォーカスアシストの表示を測距範囲に対応させると、フォーカスアシストの表示サイズも
ライブビューの拡大倍率に合わせて拡大しなければならない。しかしこのようにすると、
拡大倍率が大きくなると、フォーカスアシストのくさびと円環部分が表示部１０７の表示
領域外になってしまい、さらに拡大するとフォーカスアシストの矩形枠部分も表示領域外
となってしまう。そうするとフォーカスアシストを適切に表示することができなくなって
しまう。また、くさびと円環の大きさが変わることで、ユーザーのマニュアルフォーカス
の操作時に違和感を発生させてしまう可能性もある。変形例１では、拡大倍率が２倍を超
える場合はフォーカスアシストを非表示とすることで、このような状況になることを防止
することができる。
【０２３０】
　変形例１では２倍を閾値としてフォーカスアシストの表示／非表示を切り替えるものと
したが、これに限るものではない。拡大倍率を２倍、４倍、８倍だけでなく、より細かく
任意の倍率に設定できる場合は、以下に説明する計算式を使用して表示、非表示を切り替
えることが可能である。
【０２３１】
　フォーカスアシストの枠部分の矩形領域で切り出した時の左上座標の水平アドレスをｘ
１、垂直アドレスをｙ１とし、水平サイズをＷｉｄｔｈ１、垂直サイズをＨｅｉｇｈｔ１
とし、拡大倍率をＮとする。その時、拡大後の左上座標（ｘ２、ｙ２）及びサイズ（Ｗｉ
ｄｔｈ２、Ｈｅｉｇｈｔ２）は以下のように求めることが可能である。
　　ｘ２＝ｘ１－（Ｗｉｄｔｈ１×Ｎ－Ｗｉｄｔｈ１）÷Ｎ
　　ｙ２＝ｙ１－（Ｈｅｉｇｈｔ１×Ｎ－Ｈｅｉｇｈｔ１）÷Ｎ
　　Ｗｉｄｔｈ２＝Ｗｉｄｔｈ１×Ｎ
　　Ｈｅｉｇｈｔ２＝Ｈｅｉｇｈｔ１×Ｎ
【０２３２】
　このとき、ｘ２、ｙ２のいずれかが表示領域外となる、またはｘ２＋Ｗｉｄｔｈ２、ｙ
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２＋Ｈｅｉｇｈｔ２のいずれかが表示領域外となるか否かを判断し、表示領域外となる場
合に非表示とすることで、任意の倍率が設定された場合でも対応が可能となる。
【０２３３】
　［変形例２］
　図１６（Ａ）～（Ｄ）を用いて、拡大モードにおけるフォーカスアシストの表示に関す
る変形例２について説明する。
【０２３４】
　図１６（Ａ）は通常倍率（通常画角）でのライブビュー表示において、フォーカスアシ
スト機能の設定をＯＮにしてフォーカスアシスト１６０１を表示した場合の表示部１０７
における表示例である。
【０２３５】
　図１６（Ｂ）は、拡大モードにおいて、拡大倍率を２倍として拡大ライブビュー表示を
行っている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７０４における表示の変形例である。
通常倍率に比べて被写体（ライブビュー画像）が２倍になるとともに、フォーカスアシス
ト１６０１のうち、矩形枠部分１６０１ａ（測距範囲を示す）が２倍サイズの表示となる
。合焦状態に対してのフォーカスのずれ量とフォーカス移動に伴う焦点状態の変化を示す
円環、リングの操作方向を示す矢印、及びくさびの部分１６０１ｂは、通常倍率の場合か
らサイズを変更せず、背景のライブビュー画像が視認できるよう半透過色で表示する。
【０２３６】
　図１６（Ｃ）は、拡大モードにおいて、拡大倍率を４倍として拡大ライブビュー表示を
行っている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７０２４における表示の変形例である
。通常倍率に比べて被写体（ライブビュー画像）が４倍になるとともに、フォーカスアシ
スト１６０１ｂのうち、矩形枠部分１６０１ａのみ４倍表示となる。円環・矢印・くさび
の部分１６０１ｂは、通常倍率の場合からサイズを変更せず、背景のライブビュー画像が
視認できるよう半透過色で表示する。
【０２３７】
　図１６（Ｄ）は、拡大モードにおいて、拡大倍率を８倍として拡大ライブビュー表示を
行っている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７４４における表示の変形例である。
通常倍率に比べて被写体（ライブビュー画像）が８倍になるとともに、フォーカスアシス
ト１６０１のうち、矩形枠部分１６０１ａは非表示となる。また、円環・矢印・くさびの
部分１６０１ｂは、通常倍率の場合からサイズを変更せず、背景のライブビュー画像が視
認できるよう半透過色で表示する。変形例２によれば、ライブビュー画像における測距範
囲の大きさが表示部１０７の表示領域を超えない限りは、矩形枠部分１６０１ａを拡大倍
率に応じて拡大して表示するため、測距範囲を正確にユーザーに認識させることができる
。一方、その他の部分１６０１ｂはライブビューを拡大しても表示サイズを変更せずに半
透過で表示する。そのため、ライブビュー表示の視認を妨げることなく、合焦度合い、前
ピンか後ピンか、フォーカスリング１３４を回転させるべき方向などを、ユーザーに認識
させることができ、ユーザーのマニュアルフォーカス操作をアシストすることができる。
拡大表示は、マニュアルフォーカスでピントを厳密に調整したい場合に利用されることが
多いため、変形例２のように、拡大表示時にもマニュアルフォーカス操作のアシストがな
されることは、ユーザーにとって利便性が高い。
【０２３８】
　［変形例３］
　図１７（Ａ）～（Ｄ）を用いて、拡大モードにおけるフォーカスアシストの表示に関す
る変形例３について説明する。
【０２３９】
　図１７（Ａ）は通常倍率（通常が各）でのライブビュー表示において、フォーカスアシ
スト機能の設定をＯＮにしてフォーカスアシスト１７０１を表示した場合の表示部１０７
における表示例である。
【０２４０】
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　図１７（Ｂ）は、拡大モードにおいて、拡大倍率を２倍として拡大ライブビュー表示を
行っている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７０４における表示の変形例である。
通常倍率に比べて被写体（ライブビュー画像）が２倍になるとともに、フォーカスアシス
ト１７０１のうち、矩形枠部分１７０１ａ（測距範囲を示す）が２倍サイズの表示となる
。矩形枠部分１７０１ａ以外の部分、すなわち、円環、リングの操作方向を示す矢印、く
さびの部分１７０１ｂは、通常倍率の場合からサイズを変更せず、表示位置を測距位置と
関係のない表示部１０７の表示領域の左下隅に変更している。このように測距範囲を示す
矩形枠部分１７０１ａ以外の部分１７０１ｂの表示位置を変更することで、背景のライブ
ビュー画像の中心部分（特に測距範囲中心部分）の視認の妨げとならないようにしている
。
【０２４１】
　図１７（Ｃ）は、拡大モードにおいて、拡大倍率を４倍として拡大ライブビュー表示を
行っている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７０２４における表示の変形例である
。通常倍率に比べて被写体（ライブビュー画像）が４倍になるとともに、フォーカスアシ
スト１７０１ｂのうち、矩形枠部分１７０１ａのみ４倍表示としている。円環・矢印・く
さびの部分１６０１ｂは、通常倍率の場合からサイズを変更せず、表示位置を測距位置と
関係のない表示部１０７の表示領域の左下隅に変更している。
【０２４２】
　図１７（Ｄ）は、拡大モードにおいて、拡大倍率を８倍として拡大ライブビュー表示を
行っている際の表示例であり、前述した図７でのＳ７０４４における表示の変形例である
。通常倍率に比べて被写体（ライブビュー画像）が８倍になるとともに、フォーカスアシ
スト１７０１のうち、矩形枠部分１７０１ａは非表示となる。また、円環・矢印・くさび
の部分１７０１ｂは、通常倍率の場合からサイズを変更せず、表示位置を測距位置と関係
のない表示部１０７の表示領域の左下隅に変更している。
【０２４３】
　変形例３によれば、ライブビュー画像における測距範囲の大きさが表示部１０７の表示
領域を超えない限りは、矩形枠部分１７０１ａを拡大倍率に応じて拡大して表示するため
、測距範囲を正確にユーザーに認識させることができる。一方、その他の部分１７０１ｂ
はライブビューを拡大しても表示サイズを変更せずに、表示位置を変更して測距範囲の中
心に重ならない位置に移動して表示する。そのため、ライブビュー表示の視認を妨げるこ
となく、合焦度合い、前ピンか後ピンか、フォーカスリング１３４を回転させるべき方向
などを、ユーザーに認識させることができ、ユーザーのマニュアルフォーカス操作をアシ
ストすることができる。変形例２と比べて、位置を移動しているため半透過にする必要が
なく、部分１７０１ｂの視認性を高めることもできる。拡大表示は、マニュアルフォーカ
スでピントを厳密に調整したい場合に利用されることが多いため、変形例３のように、拡
大表示時にもマニュアルフォーカス操作のアシストがなされることは、ユーザーにとって
利便性が高い。
【０２４４】
　なお、変形例１～３で説明したフォーカスアシストの表示形態はこれに限るものではな
く、図８～１０で説明したいずれの表示形態を用いてもよい。また、変形例１～３に限る
ものではなく、前述のフォーカスアシスト機能の設定のＯＮ／ＯＦＦに基づいて、拡大で
きる倍率に制限を設けてもよい。例えば、フォーカスアシスト機能の設定がＯＦＦである
場合には、前述の通り、ライブビューの拡大倍率として、２倍、４倍、８倍を利用できる
ものとする。一方、フォーカスアシスト機能の設定がＯＦＦである場合には、４倍、８倍
には拡大出来ないようにする（ＳＥＴキー１２７の押下のような倍率変更の操作が行われ
ても、４倍、８倍には変倍しない）ことも可能である。
【０２４５】
　＜その他の実施例＞
　なお、ＣＰＵ１１９ａが行うものとして説明した上述の各種制御は１つのハードウェア
が行ってもよいし、複数のハードウェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行っ
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【０２４６】
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【０２４７】
　また、上述した実施形態においては、本発明をデジタルカメラ１０に適用した場合を例
にして説明したが、これはこの例に限定されず測距位置に関してフォーカスの情報を表示
することができるである表示制御装置であれば適用可能である。上述のように撮像素子を
本体に有するデジタルカメラに限らず、撮像センサー自体を本体に有しておらず、外部の
撮像装置で撮像したライブビュー画像をリモートで受信し、測距位置に関してフォーカス
の状態を表示することのできる装置にも適用可能である。例えば、撮像装置と無線または
有線で接続したスマートフォン、タブレットＰＣなどでのリモート撮影の際の表示制御に
適用可能である。このように、本発明はパーソナルコンピュータやＰＤＡ、携帯電話端末
や携帯型の画像ビューワ、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子ブックリーダーなどに適用可
能である。
【０２４８】
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。

【図１】 【図２】
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【図１７】
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